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Ⅰ．はじめに 
（元素名の語源の学習） 
現在、元素に関する入門書を探そうとすれば著名な方々の書物が数多く見つかる。しか
し、元素名の語源に特化した本はあまり多くは見つからない。元素に関する本の中の一部
として語源の説明がなされることはしばしばあるが、多くの場合、全ての元素について語
源の説明が詳しいわけではない。これらの理由として、語の起源が不確かであるというこ
とも考えられるが、また元素一般の入門書では語源の説明よりも他の情報の説明に紙面を
割く必要があるのではないかということも考えられる。本書は元素名の語源について調べ
たいという学習者向けに、それらの現在知られている説をまとめたものである。元素の性
質や研究者について詳しく知りたいという方はそれらに詳しい他の著者の書物を探すこと
を勧める。また、本書では語を構成する部分の意味も学習できるようにまとめてあるので、
そちらの内容は主に用語の英語表記の学習に役立てていただければと思う。 
 著者は本書を中学生・高校生向けに作成しているが、化学を学び始めの方々には本書の
内容よりも学校で教わる内容を優先的に学習していただきたい。2014 年 4月の本書作成時
点で、学校教育は文部科学省が中学生や高校生段階の教育に求めているもの（中学校学習
指導要領(2008 年 3 月告示)、高等学校学習指導要領(2009 年 3 月告示)）に沿って進められ
ているが、そこでは元素名の語源の学習や語の部分の学習については触れられていない。
著者は元素名の語源に関心を持つ方々に本書を是非学習に役立てていただきたいが、その
一方で学習内容の優先順位は大切にしていただきたい。 
 
 
 
（英語表記の学習） 
化学の教科書には元素の周期表が登場する。中学生・高校生がそれらの元素名を覚えよ
うとする過程で様々な苦労することがある。元素名に関しては様々な語呂合わせが作られ、
伝えられている。そうしたものを参考にしながら元素名の習得を乗り越えていく者は多い
ようだ。しかし多くの語呂合わせは日本語表記を覚えるためのもので、英語表記を覚える
ためのものではない。中学生・高校生の全員が英語表記まで覚える必要があるとは言えな
いが、特に高校以降で英語を用いて化学分野の学習を行う可能性のある者はいつか英語表
記の習得を求められることがあるだろう。 
 本書では元素名の語源を簡潔に説明しているだけでなく、元素名の語の部分の意味「Ⅱ
－１ 科学用語の造語法」参照）や、その部分を持つ他の用語の例を多く取り上げてある。
著者は中学生・高校生に本書で元素名の語源について学習する機会に、是非語の部分に関
する知識を持ち、その知識用語の習得や他の分野の用語の習得にも役立てていただきたい
と考えている。英語表記を学習しようとする際、日本語表記と一対一で対応させて暗記す
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る作業は避けられないが、暗記した語を正確に書けるようになるために一つの語の部分に
込められている意味を知ることが役に立つ場合もある。例えば、原子番号 1「水素」の英語
表記 hydrogenを単に hydrogenと長い語の状態で暗記するよりも、hydro「水」と gen「生
む、生産する」という要素に分けて記憶しておくことで、スペルを正確につづるコツがつ
かめるという者もいる。用語を学習する際に自分なりに覚え方を工夫することは大切だが、
このような語の部分の知識を活用することもお勧めする。また本書では、語の一部に共通
部分を持つ他の用語の例も取り上げている。例えば、水素の頁には hydro を持つ他の用語
の例として hydrogen bonding(水素結合),  hydrotropism(向水性) などがあげてある。
hydro と「水」との関連を知っていると、これらの例のように hydro を部分に持つ用語を
理解しやすい。なお、本書の用語例では中学生・高校生段階では学習しない専門用語も取
り上げているが、将来これらの用語を学習する機会があれば学習に役立てていただきたい。 
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Ⅱ．本書の概要 
Ⅱ－１ 科学用語の造語法 
複数の要素が集められて作られた語の中は、一般的に接頭語(辞)、語幹、接尾語(辞)の順
に並んで構成されている。語幹の数は 1 つの場合もあれば 2 つの場合もあり、単語によっ
て異なる。 
接頭語(辞)     +  語幹  +  語幹  +   接尾語(辞) 
 この各要素が接続部分に母音が挿入されたり、反対に省略されることがある。例えば、
原子番号１の水素の項目には次のようにある。 
 
hydro-(母音の前で hydr-)「水」の連結形 
e.g. hydrocarbon(炭化水素), hydrogenage(ヒドロゲナーゼ), hydrogen bonding(水素結合), 
hydrolase(加水分解酵素), hydrolysis(加水分解),hydrophyte(水生植物), hydrotropism(向水
性), hydride(水素化物) 
 
hydrogen bonding(水素結合), hydride(水素化物)はともに hydro-「水」の連結形の要素を
持っているが、前者では-o-が表記され、後者では-o-が表記されていない。前者と後者の違
いは hydro-の次に接続するものが子音で始まっているか、母音で始まっているかである。
もしこの理由について興味を持つ方がいれば、詳しいことは言語学に詳しい方の文献で調
べてみると興味深いことが分かるかもしれない。 
 
 
Ⅱ－２ 本文の構成 
本書は原子番号の順で構成されている。索引代わりに、周期表の中に各元素の該当ペー
ジを示している。 
また、内容は基本的に次の形で記載してある。 
 
３７● Rubidium  ルビジウム Rb 
＜ L.  rubidus(暗赤色の) 
1861 年、R.W.Bunsen と G.R.Kirchhoff により発見された。スペクトル線が赤色であっ
たことから、その色にちなんで名付けられた。 
 
 rubidus(暗赤色の)に関係する語として rubefaction(皮膚の発赤), rubella(風疹),  rubia 
argyi(茜),  rubric(朱書き),  ruby(ルビー、深紅色の)などがある。 
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 ここでは次の内容を伝えている。 
「原子番号 37 の元素(1861 年に発見)は、赤色のスペクトル線をもっている。その「赤」
という点に着目し、ラテン語 rubidus(暗赤色の)に関係するルビジウム(rubidium、Rb)とい
う名が付けられている。●マークがついている理由は、この元素がその形状、色、臭い、
安定性などの性質に由来して名づけられているからである。(次ページ「元素名の由来のパ
ターン」参照)ルビジウムと同じようにラテン語 rubidus(暗赤色の)に関係して名づけられた
用語の例として rubefaction, rubella, rubia argyi, rubric, ruby などがある。」 
 
 その他、項目によっては、元素名の語源に神話上の神(女神)が関係しているものがある。
その項目ではそれぞれの神(女神)について著者は短めのコラムを作成しておいた。著者は神
話に関して初学者のレベルであるためこの分野に詳しい方々には少々物足りなく感じさせ
てしまうかもしれないが、初めて神話に触れた方々に楽しんで読んでいただけたら嬉しい、
という思いを込めて書いてある。初学者にとって情報が複雑でない方が読みやすいのでは
ないかと思い、著者の独断で神々の親族関係など複雑な情報は省いている。これを機に、
もし神話についてさらに詳しく知りたいという思いを持つ方々がいれば、是非詳しい文献
を探してみると興味深い世界が待っているかもしれない。入門書として個人的に著者がお
勧めする文献は、次のものである。これは[Ⅰ]から[Ⅲ]まで、シリーズで刊行されている。 
中島孤島 編「世界神話大系 35 ギリシア・ローマの神話伝説[Ⅰ]」名著普及会 
情報が複雑に羅列されているわけではなく、それぞれの神について短編のストーリー形
式にまとめられており、初学者には大変分かりやすい。まるで小説を読んでいるかのよう
な気持ちにさせてくれる魅力的な文章であり、楽しく読める。 
 
Ⅱ－３ 元素名の由来のパターン 
 各元素の語源の説明を読み比べていただくと、その由来としていくつかのパターンがあ
るということに気づかれることと思う。著者は次の３パターンに注目した。各項目の先頭
に次のような印で示すので、よろしければ参考にしていただきたい。 
★… 惑星・神話・民間伝承に由来する。 
☆… 発見に関わった土地の名に由来する。 
●… その形状、色、臭い、安定性などの性質に由来する。 
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Ⅱ－４ 各元素名の接尾語(辞)の規則性 
1.  -ium はラテン語起源語に多くみられる接辞である。-ium は指小辞(縮小辞)として使
用されることもあるが、元素名においてはしばしば金属元素の接尾辞となる。 
e.g.  potassium(カリウム), radium(ラジウム), sodium(ナトリウム), titanium(チタン), 
thallium(タリウム)  
ただし、金属元素でも-ium(-um)がつかない tungsten(タングステン)や、金属元素で
はないけれど-iumがつく selenium(セレン), helium(ヘリウム)などの例外も存在する。 
2.  希ガス元素の多くには-onがつく。 
e.g.  Neon(ネオン ), Argon(アルゴン ), Krypton(クリプトン ), Xenon(キセノン ), 
Radon(ラドン)  ※例外 Helium(ヘリウム) 
3.  現在の全ハロゲン元素に-ine がつく。 
e.g.  Fluorine(フッ素), chlorine(塩素), Bromine(臭素), Iodine(ヨウ素), Astatine(アス
タチン) ※117番元素は例外となる可能性あり 
 
 
 
 
Ⅱ－５ 略語・記号の説明
・Gr.：Greek   
・L. ：Latin  
・Arab. ：Arabic   
・e.g. ：exempli gratia (for example) 
・（ ）：和訳 ex) hydrobiology(水生生物学) 
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Ⅲ．元素周期表（各元素の頁を記載） 
 
　　　族
周期
1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
1
H
1.00794
水素
p.9
2
3
Li
6.941
リチウム
p.10
4
Be
9.0122
ベリリウ
ム
p.10
3
11
Na
22.9898
ナトリウ
ム
p.13
12
Mg
24.3050
マグネシ
ウム
p.13
4
19
K
39.0983
カリウム
p.15
20
Ca
40.078
カルシウ
ム
p.16
21
Sc
44.9559
スカンジ
ウム
p.16
22
Ti
47.867
チタン
p.16
23
V
50.9415
バナジウ
ム
p.17
24
Cr
51.9961
クロム
p.18
25
Mn
54.9380
マンガン
p.18
26
Fe
55.845
鉄
p.18
27
Co
58.9332
コバルト
P.19
5
37
Rb
85.4678
ルビジウ
ム
p.22
38
Sr
87.62
ストロン
チウム
p.22
39
Y
88.9059
イットリウ
ム
p.22
40
Zr
91.224
ジルコニ
ウム
p.23
41
Nb
92.9064
ニオブ
p.23
42
Mo
95.96
モリブデ
ン
p.24
43
Tc　*
(99)
テクネチ
ウム
p.24
44
Ru
101.07
ルテニウ
ム
p.24
45
Rh
102.9055
ロジウム
p.24
6
55
Cs
132.9055
セシウム
p.29
56
Ba
137.327
バリウム
p.29
57～
71
♣①
72
Hf
178.49
ハフニウ
ム
p.36
73
Ta
180.9479
タンタル
p.37
74
W
183.84
タングス
テン
p.37
75
Re
186.207
レニウム
p.38
76
Os
190.23
オスミウ
ム
p.38
77
Ir
192.217
イリジウ
ム
p.39
7
87
Fr　*
(223)
フランシ
ウム
p.42
88
Ra　*
(226)
ラジウム
p.42
89～
103
♣②
104
Rf　*
(267)
ラザホー
ジウム
p.46
105
Db　*
(268)
ドブニウ
ム
p.46
106
Sg　*
(271)
シー
ボーギ
ウム
p.46
107
Bh　*
(272)
ボーリウ
ム
p.46
108
Hs　*
(277)
ハッシウ
ム
p.46
109
Mt　*
(276)
マイトネ
リウム
p.47
ランタ
ノイド
57～
71
♣①
57
La
138.9055
ランタン
p.30
58
Ce
140.116
セリウム
p.30
59
Pr
140.9077
プラセオ
ジム
p.30
60
Nd
144.242
ネオジム
p.31
61
Pm　*
(145)
プロメチ
ウム
p.31
62
Sm
150.36
サマリウ
ム
p.32
89～
103
♣②
89
Ac　*
(227)
アクチニ
ウム
p.43
90
Th　*
232.0380
トリウム
p.43
91
Pa　*
231.0359
プロトア
クチニウ
ム
p.43
92
U　*
238.0289
ウラン
p.44
93
Np　*
(237)
ネプツニ
ウム
p.44
94
Pu　*
(239)
プルトニ
ウム
p.44
◆ この周期表の情報 ◆
【原子番号】
【元素記号】
【原子量】
【元素名】
【本用語集におけるページ数】
アルカリ金属元
素
陽性の元素。単
体は反応性に富
む軽い金属であ
る。水と反応して
水素を発生する。
一価の陽イオン
になる。
アルカリ土類金
属
陽性の元素。単
体はアルカリ金属
に次いで反応性
に富む金属であ
る。二価の陽イオ
ンになる。
３～１１族の元素
全て金属で、周期表の縦だ
けでなく、横の近い元素とも
性質が似ている。
典型 遷移元素
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10 11 12 13 14 15 16 17 18
族
　　　　周
期
2
He
4.002602
ヘリウム
P.9
1
5
B
10.811
ホウ素
p.10
6
C
12.0107
炭素
p.11
7
N
14.0067
窒素
p.11
8
O
15.9994
酸素
p.11
9
F
18.9984
フッ素
p.12
10
Ne
20.1797
ネオン
p.12
2
13
Al
26.9815
アルミニ
ウム
p.13
14
Si
28.0855
ケイ素
p.13
15
P
30.9738
リン
p.14
16
S
32.065
硫黄
p.14
17
Cl
35.453
塩素
p.15
18
Ar
39.948
アルゴン
p.15
3
28
Ni
58.6934
ニッケル
p.19
29
Cu
63.546
銅
p.19
30
Zn
65.38
亜鉛
p.20
31
Ga
69.723
ガリウム
p.20
32
Ge
72.64
ゲルマニ
ウム
p.20
33
As
74.9216
ヒ素
p.20
34
Se
78.96
セレン
p.20
35
Br
79.904
臭素
p.21
36
Kr
83.798
クリプト
ン
p.22
4
46
Pd
106.42
パラジウ
ム
p.25
47
Ag
107.8682
銀
p.26
48
Cd
112.411
カドミウ
ム
p.26
49
In
114.818
インジウ
ム
p.26
50
Sn
118.710
スズ
p.27
51
Sb
121.760
アンチモ
ン
p.27
52
Te
127.60
テルル
p.28
53
I
126.9045
ヨウ素
p.28
54
Xe
131.293
キセノン
p.29
5
78
Pt
195.084
白金
p.39
79
Au
196.9666
金
p.40
80
Hg
200.59
水銀
p.40
81
Tl
204.3833
タリウム
p.40
82
Pb
207.2
鉛
p.41
83
Bi　*
(208.9804
)
ビスマス
p.41
84
Po　*
(210)
ポロニウ
ム
p.42
85
At　*
(210)
アスタチ
ン
p.42
86
Rn　*
(222)
ラドン
p.42
6
110
Ds　*
(281)
ダークス
タチウム
p.47
111
Rg　*
(280)
レントゲ
ニウム
p.47
112
Cn　*
(285)
コペルニ
シウム
p.47
113
Uut　*
(284)
ウンウン
トリウム
p.47
114
Uuq　*
(289)
ウンウ
ンケア
ジウム
p.47
115
Uup　*
(288)
ウンウ
ンペン
チウム
p.48
116
Uuh　*
(293)
ウンウ
ンヘキ
シウム
p.48
117
Uus　*
-
ウンウ
ンセプ
チウム
p.48
118
Uup　*
(294)
ウンウ
ンオク
チウム
p.48
7
63
Eu
151.964
ユウロピ
ウム
p.32
64
Gd
157.25
ガドリニ
ウム
p.33
65
Tb
158.9254
テルビウ
ム
p.33
66
Dy
162.500
ジスプロ
シウム
p.34
67
Ho
164.9303
ホルミウ
ム
p.34
68
Er
167.259
エルビウ
ム
p.34
69
Tm
168.9342
ツリウム
p.34
70
Yb
173.054
イッテル
ビウム
p.35
71
Lu
174.9668
ルテチウ
ム
p.35
95
Am　*
(243)
アメリシ
ウム
p.44
96
Cm　*
(247)
キュリウ
ム
p.44
97
Bk　*
(247)
バークリ
ウム
p.45
98
Cf　*
(252)
カリホル
ニウム
p.45
99
Es　*
(252)
アインス
タイニウ
ム
p.45
100
Fm　*
(257)
フェルミ
ウム
p.45
101
Md　*
(258)
メンデレ
ビウム
p.45
102
No　*
(259)
ノーベリ
ウム
p.45
103
Lr　*
(262)
ローレン
シウム
p.46
注１：安定同位体が存在しない元素には右に*を付
けてある。
注２：
安定同位体がなく、
天然で特定の同位
体組成を示さない
元素については、
その元素の放射性
ハロゲン
陰性の元素。単体は反応性
に富み、一価の陰イオンにな
る。
118もハロゲンに含まれるか議
論がされたが、2011年1月発
表のIUPACとIUPAPの合同作業
部会の報告書では118番元素
の認定は見送られた。
希ガス
単体は融点と沸点が非常
に低く、いずれも常温では気
体である。最外殻電子が閉
殻をなし、科学的に安定なた
め、化合物を作りにくい。そ
のため、不活性ガスとも呼ば
れる。
１６族のO、S、
Se、Te、Po
は、カルコゲ
ンと呼ばれ
る。カルコゲ
ンの語源は
「石をつくる
もの」である。
典型元素
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Ⅳ．元素名の語源 
１ Hydrogen  水素 H  
＜ Gr.  hýdor (水) + Gr.  gennáo(生む、生産する) 
 水素が水の主成分であることから、1783 年にアントワーヌ・ラヴォワジエによってフラ
ンス語で hydrogèneと名付けられた。英語では hydrogenとなった。 
 
hydro-(母音の前で hydr-)「水」の連結形  
e.g. hydrogenage(ヒドロゲナーゼ), hydrogen bonding(水素結合), hydrolase(加水分解酵
素), hydrolysis(加水分解), hydrophyte(水生植物), hydrotropism(向水性), hydride(水素化
物) 
 
-gen 「….を生じるもの」「….からの生成物」の連結形 
e.g.  nitrogen(窒素), Halogen(ハロゲン), Oxygen(酸素), allergen(アレルギー原因物質), 
carcinogen(発がん物質), pathogen(病原体),  
 
２ Helium  ヘリウム He 
＜ Gr.  hélios (太陽、ヘリオス神)  
この元素は 1868年にインドで日食が観測された時、太陽のスペクトルの中に初めて発見
され、その太陽にちなんで名付けられた。 
 
 
 
神話のヘリオスは太陽神であり、曙の神エーオース、月の女神セレネ(原子番号 58 
セリウム Ce 項目参照)の兄弟にあたる。ヘリオスは毎朝、エーオースに導かれて
東の地の果てより登り、天空の道を通って西方の地の果てに降りてゆき、次の日の
朝に再び東より登るとされている。その移動には戦車が使われており、戦車を引く
のは４頭の馬であるとされている。プロメテウス(原子番号 61 プロメチウム Pm
項参照)が人間に火を与える際、天の火をある植物の茎へ燃え移らせて、地上の薪
へ移すという話があるが、この時利用する火の光がプロメテウスの火であるという
という説がある。（他に、火と鍛冶の神ヘーパイストスの鍛冶場の火であるという
説もある。）ヘリオスと同様、太陽に関する神であるアポロンはヘリオスと混同さ
れることがある。（東の空から登り、天空を横切って西の空へ降りてゆくのは日の
神アポロンであるという説がある。） 
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helio-(母音の前で heli-)「太陽」の連結形 
e.g.  helianthus(ひまわり草), heliometer(太陽儀), heliotropism(向日生), heliotherapy(日
光療法), negative heliotropism(背日生) 
 
 
３ Lithium  リチウム Li  
＜ Gr.  líthos (石、鉱物) 
 1817年に Arfvedsonによってリチウムが発見されたが、その当時はこの元素は鉱物の中
にのみ存在するものと考えられていたらしい。そこで鉱物に因んで名付けられた。 
 
litho- (母音の前で lith- )「石、鉱物」「結石」の連結形 
e.g.  lithography(石版印刷), lithographic limestone(石版石石灰岩), lithogenesis(結石形
成), lithology(岩石学), lithophyte(岩生植物) 
 
 
４ Beryllium  ベリリウム Be 
＜ Gr. berýllion(緑柱石) 
この元素は緑柱石から初めて単離されたため、緑柱石に因んで名付けられた。 
 
beryl 「緑柱石」 
e.g.  berylliosis(ベリリウム中毒症) 
 
 
５● Boron  ホウ素 B 
＜ Arab.  Buraq (boraq)(白い) 
  
天然に産出するホウ砂は borax と呼ばれていた。ホウ砂からホウ素が取りだされた時、
はじめは boraciumと呼ばれていたらしいが、いつしか boronと呼ばれるようになった。 
 
boro-(母音の前で bor-) 「ホウ素」の連結形 
e.g.  borohydride(ホウ化水素), boride(ホウ化物), boric acid(ホウ酸) 
 
 
 
 
 11 
 
 
６ Carbon  炭素 C  
＜ L.  carbo(石炭、木炭、炭素) ＜ 印欧語 ker(燃やす) 
 燃やすという意味の ker に由来して石炭、炭素を表す carbonという語があり、これが後
年炭素元素の意味を持ったのではないかという説がある。 
 
carbo- (母音の前で carb-)「炭素」の連結形 
e.g.  carbohydrate(炭水化物), carbon dioxide (二酸化炭素), carbon dioxide fixation(炭酸
同化、炭素同化), carbon dioxide assimilation(炭酸同化作用), carbon-dioxide manure(炭酸
旋肥), carbonic acid(炭酸), carbonic anhydrase(炭酸脱水酵素), carbon-nitrogen ratio(C/N 
ratio, 炭-窒素比), carbon reduction cycle(炭素還元回路), carboxylase(カルボキシラーゼ), 
carboxylic acid(カルボン酸), cycle of carbon(炭素循環) 
 
 
７ Nitrogen  窒素  N 
＜ Gr. nítron(硝石) + Gr.  gennáo(生む、生産する) 
フランスの科学者アントワーヌ・ラヴォワジエによる命名では azote であった。これは
Gr. ázotikos(窒素の、窒素を含む)からきている。現在の英語名は硝石の主成分に窒素が含
まれていることから、硝石に因んで名付けられたものである。 
 
nitro-(母音の前で nitr-)「一価のニトロ基を含む」「窒素、硝酸塩を含む」の連結形 
e.g.  assimilation of nitrogen(窒素同化 ), nitrate aspiration(硝酸呼吸 ), nitrate 
bacteria(硝酸細菌 ), nitrate plant(硝酸植物 ), nitrate reductase(硝酸リダクターゼ ), 
nitrobenzen,(ニトロベンゼン), nitrogenase(ニトロゲナーゼ), nitroglycerin,(ニトログリセ
リン) nitrogen cycle(窒素循環), nitrogen fixation(窒素固定), nitrogen metabolism(窒素代
謝), nitrogen sourse(窒素源) 
 
 
８ Oxygen  酸素 O 
＜ Gr. oxýs(鋭い、からい、酸性の)  + Gr.  gennao(生む、生産する) 
この元素はフランスの科学者アントワーヌ・ラヴォワジエにより命名された。彼は他に
水素、窒素にも命名している。 
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oxy- 「水素基の、鋭い(sharp)、急速な(quick)、酸味のある(acid)」 
e.g.  ratio of oxygen utilization(酸素利用率), oxaloacetate(オキサロ酢酸), oxidase(酸化酵
素、オキシダーゼ), oxygenase(オキシゲナーゼ), oxygen capacity((血液の)酸素容量), oxigen 
content(酸素含量), oxigen debt(酸素負債), oxygen dissociation curve(酸素解離曲線), 
oxygen evolution(酸素発生), oxygen saturation(酸素飽和度), oxyhemoglobin(酸素ヘモグ
ロビン), oxyopia(視力敏感), oxytocic(分娩促進剤), oxyphile(好酸性物質) 
 
 
９ Fluorine  フッ素 F 
＜ L.  fluo(流れる) 
この元素は 1886 年 Moissan により初めて単離された。フッ素は融点が低くいろいろな
金属の融剤として用いられていた。また、フッ素が含まれる蛍石は溶鉱炉の残りかすを流
しやすくしていた。これらの使い道からこの元素に「流れる」という意味の言葉が当てら
れたと考えられている。 
  
flu-  (母音の前で fl-)「流れ」の連結形 
e.g.  extracellular fluid(細胞外液 ), flood(洪水 ), flu(インフルエンザ ), fluid mosaic 
model(流動モザイクモデル), fluorescence(螢光), fluoroacetic acid(フルオロ酢酸), flux(流
れ、溶解), fluctuation(波動、変動), influence(影響),  
 
 
１０ Neon  ネオン Ne 
＜ Gr.  néos(新しい) 
この元素は 1898年、W.Ramsay と M.W.Travers により初めて単離された。ネオン発見
当時の人々にとっては「新しく」発見された元素であった。そのため「新しい」というこ
とに因んで名付けられた。 
 
neo-(母音の前で ne-) 「新しい(new)、最近の(recent)、若い(young)、」の連結形 
e.g.  neocortex(新皮質), neo-Darwinism(新ダーウィニズム), neogenesis(ネオゲネシス(個
体発生の初期の変化を原因とする進化)), neology(新語の使用), neoplasm(新生物、腫瘍), 
neoplastic cell(新生細胞), neoteny(幼形成熟) 
 
 
neo-(母音の前で ne-)「少なくとも一つの炭素原子が他の 4 つの炭素原子に結合している炭
化水素」 
e.g.  neopentane(ネオペンタン), neoprene(ネオプレン) 
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１１ Sodium   ナトリウム Na 
Natrium ＜Gr.  nítron(炭酸ナトリウム、ソーダ石) 
Sodium  ＜ Arab.  Suda(頭痛薬) 
 現在英語名として使われている Sodium という呼び方は、アラビアで使われていた
Suda(頭痛薬)に由来する。ナトリウムという呼び方は  natron(炭酸ナトリウム、ソーダ石)
であった。 
 
natro-(母音の前では natr-) 「天然炭酸ソーダ(natron)、ナトリウム(sodium)」の連結形 
e.g.  natrolite(ソーダふっ石（天然アルミのケイ酸ソーダ）) 
 
 
１２☆ Magnesium  マグネシウム Mg 
＜ Gr.  Mágnes(マグネシアの石)  
マグネシウムおよびマンガンは 18世紀にギリシャのテッサリア地方のマグネシア地方で
相次いで発見された。発見されたもののうち白い石から採れた方は magnesia alba(albo)、
もう一方は magnesia nigra と呼ばれていた。（ラテン語で alba(albo)=白色 、nigra=黒色
の意味である。）この二つのうち前者は magnesium(マグネシウム)、後者は manganese(マ
ンガン)と呼ばれるようになった。マグネシウムは銀白色の金属である。強加熱すると燃焼
し、白い閃光を出しつつ煙をあげて燃える。マンガンは金白色の金属であるが、野外に数
か月放置すると表面に二酸化マンガンが形成され、黒くなる。 
 
albo-(母音の前で alb-) 「白(white)」の連結形 
e.g.  albinism(白化現象), albumen(卵白), albumin(アルブミン) 
 
 
１３ Aluminium  アルミニウム Al 
＜L. alumen(ミョウバン《アルミニウムの塩》) 
 古代ギリシャでミョウバンが alumenと呼ばれたことにちなみ、アルミニウムと名付けら
れた。 
 
aluminosis(アルミニウム塵肺症), aluminate(アルミン酸塩) 
 
 
１４ Silicon  ケイ素 Si 
＜L.  silex(火打ち石、かたい石) 
この元素の素材は古くからナイフや矢じりとして使われていた。そのかたい性質に関係
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して名づけられたと考えられている。 
 
silico-(母音の前で silic-) 「シリカ(silica)、ケイ素(silicon)、珪肺症の」の連結形 
e.g.  silica(二酸化ケイ素、シリカ), silica gel(シリカゲル), silicicolous plant(珪酸植物), 
silicone(シリコーン、有機ケイ素化合物の重合体), silicosis(珪肺) 
 
 
１５ Phosphorus  リン P 
＜ Gr.  phós(光) +  Gr.  phorós(運ぶ) 
 この元素は 1669 年 Brandt により発見された。最初は暗所に保存されていたらしい。そ
の暗所で光ったため、このように名付けられたのだろうという説がある。 
 
phos- 「光(light)」の連結形 
e.g.  phosis(光視症), phosphagen(フォスファゲン), phosphatase(フォスファターゼ), 
phosphatidyl choline(フォスファチジルコリン、レシチン), phosphatidyl serine(フォスフ
ァチジルセリン ), phosphor( 燐光物質、明けの明星 ), phosphorescence( 燐光 ), 
phospholipase(フォスフォリパーゼ), phosvitin(フォスビチン) 
 
 
１６ Sulfur  硫黄 S 
＜ L.  sulpur,sulphur,sulfur(硫黄) ＜サンスクリット語 sulvere(火の元) 
硫黄は火山地方から多く産出していた。そのことと、この語源が関係しているのではな
いかと言われている。硫黄はギリシャ語で théion であり、そのことと関係して硫黄を表す
接辞 thio-がある。 
 
sulfo-(母音の前で sulf-) 「硫黄、スルホン酸」の連結形 
e.g.  active sulfate(活性硫酸), sulfatase(スルファターゼ), sulfation(硫酸化), sulfhydryl 
group(SH-group, スルフヒドリル基、メルカプト基、チオール基 ), sulfide(硫化物 ), 
sulfite(亜硫酸塩 ), sulfite process(亜硫酸法、パルプ製造法 ), sulfolipid(硫脂質 ), 
sulfonamide(スルフォンアミド), sulfuric acid(硫酸), sulfurous acid(亜硫酸),  
 
thio-(母音の前で thi-)「硫黄」の連結形  化合物中の酸素原子の一部または全部を硫黄が
置換していることを示す用語につく。 
e.g. thioacetic acid(チオ酢酸), thiamine diphosphate(チアミン二燐酸), thiobacillus(硫黄
菌), thiochrome(チオクロム), thiol(チオール), thioredoxin(チオレドキシン), thioredoxin 
reductase(チオレドキシンレダクターゼ), thiourea(チオ尿素),  
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１７● Chlorine  塩素 Cl 
＜ Gr.  chlorós(黄緑色) 
 この元素は 1810 年、H.Davyにより新しい元素と認められ、その外観の色から黄緑色に
因んで名付けられた。 
 
chloro-(母音の前で chlor-) 「緑(green)、塩素」の連結形 
e.g.  chlorocruorin(クロロクルオリン), chlorella(クロレラ), chlorophyll(クロロフィル、
葉緑素), chlorophyllase(クロロフィラーゼ), chloroplast(葉緑体), chloroacetic acid(クロロ
酢酸 ), chlorobenzene(クロロベンゼン ), chlorometry(塩素滴定 ), chloride(塩化物 ), 
clorination(塩素化) 
 
 
１８ Argon  アルゴン Ar 
＜ Gr.  argós(働かない、怠惰の) 
 
この元素は1894年、大気中に発見された。他の物質と反応しない性質を持っているため、
働かないという意味の語に関連付けて名付けられた。Argonの語は an(否定語) + ergon(動
く)によって作られていると言われる。 
 
ergo-(母音の前で erg-) 「仕事(work)、麦角(ergot)」の連結形 
e.g.  ergobasin(エルゴバシン ), ergophobia(仕事嫌い ), ergograph(作業記録器 ), 
ergonomics(生物工学、人間工学), energy(精力、エネルギー), ergosterol(エルゴステロール
(麦角・シイタケなどに含まれるステロール )), ergot alkaloid(麦角アルカロイド ), 
ergotamine(エルゴタミン), ergotoxin(エルゴトキシン) 
 
 
１９ Potassium  カリウム K 
Potassium ＜ potash,potashes(壺の中の灰) 
K(Kalium) ＜ kali(glasswort (アッケシソウ、オカヒジキ)) + ium 
 
この元素は壺の中で植物を蒸し焼きにした際にできる灰に含まれていたことから、1807
年、Davyにより壺(pot)と灰(ash)と関連付けて名付けられた。Kaliumの語源に関係してい
るアッケシソウ、オカヒジキはともにアカザ科の海岸植物であり、現在それらの葉と茎は
野菜として利用される。 
 
pot  「鉢、つぼ、かめ、瓶、深鍋、ポット」 
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e.g. potful(鍋一杯), potherb(煮て食べる野菜、薬味用の野菜), potholder(鍋つかみ), pot 
plant(鉢植えの植物), potassium plant(カリウム植物), potter(陶器職人、無駄に費やす
=putter) 
 
 
２０ Calcium  カルシウム Ca 
＜ L.  calcis,calx(石灰) 
 この元素は石灰の中に発見されたので、石灰にちなんで名付けられた。 
 
calci-(母音の前で calc-) 「カルシウム塩」の連結形 
e.g. calcareous algae(石灰藻), calcification(石灰化), calcify(石灰化する), calcite(方解石), 
calcitonin(カルシトニン), calciphilous plant(lime plant, 石灰植物), calciphobous plant(嫌
石灰植物), calcium channel(カルシウムチャネル), calcium current(カルシウム電流), 
calcium potential(カルシウム電位 ), calcium pump(カルシウムポンプ ), calcium 
sensitivity(カルシウム感受性), calcemia(カルシウム血症), calculus(石、結石) 
calculate(計算する《昔は数をそろえるために小石を使ったことから。》) 
 
 
２１☆ Scandium  スカンジウム Sc 
＜ L.  Scandinavia(スカンジナヴィア半島) 
この元素は、発見者 Nilsonの故国、発見を予想したメンデレーエフの故国、そして発見
当初の主要産出地であるスカンジナヴィア半島にちなんで名付けられた。 
 
 
２２★ Titanium  チタン Ti 
＜ Gr. Titán (チタン族) 
鉱物の分析から新しい金属酸化物が見出されるようになった時代、この元素も鉱物中か
ら発見された。Martin Heinrich Klaptoth(1743-1817)により、神話のティターンにちなん
で命名された。彼はチタンを命名する前に、ウランも命名している。(原子番号 92 ウラン U
項参照)(ティターンはウラヌスとガイアの子である。) 
 
他に Titanに由来することばには次のものがある。土星の衛星「Titan(タイタン)」、豪華
客船「RMS Titanic(タイタニック号)」、恐竜の「Titanosaurus(ティタノサウルス)」 
titanichthys(節頸類の一つ), titanosuchus(獣弓類の一つ), titanotherium(雷犀) 
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２３★☆ Vanadium  バナジウム V 
＜ノルウェー語 Vanadis(スカンジナヴィアの美の女神 Freyjaの別名) 
この元素は 1830年スカンジナビアの地で発見された。この元素は多様な美しい色の化合
物を作る。その発見された地、そしてその美しさから、Freyjaにちなんで名付けられた。 
 
 Freyja はスカンジナヴィアの神話に登場する女神で、美、愛、豊饒、戦い、魔法、死、
月に関係している。Freyja に由来することばとして次のものがある。ドイツ語で「女性」
を意味する Frau、第二次世界大戦中にドイツ軍が使用した対空レーダ 「ーフレイヤ」、1862
年に発見された小惑星「Freia(フレイア)」 
 
 
 
神話のティターン族は天空の神ウーラノス(原子番号 92 ウラン U 項参照)と大
地の神ガイアとの間に生まれる 12柱の神々の総称である。(６柱の男神と６柱の女神) 
このティターン族の中にクロノスと呼ばれる男神がいる。父神ウーラノスは一時
全世界の支配権を手にするが、クロノスにその座を狙われることになる。ウーラノ
スはこれを恐れてクロノスを含めティターン族の一部を冥界の最も暗い部分へ落
としてしまう。この冥界の奥深くの部分は、神々に背いた大罪者が落とされるとこ
ろである。このことを知った母ガイアは怒り、子どもたちにウーラノスを倒すこと
を勧める。しかし、大部分の子どもはウーラノスを恐れ、この企てを起こそうとし
ない。ここで、末子のクロノスが名乗り出る。クロノスはガイアの勧めによってウ
ーラノスの寝床に忍び寄り、その身体の一部を傷つけ、王の座を奪う。（この時傷
つけられた身体の一部から美と愛の女神アフロディーテが生まれる。） 
王座を奪ったクロノスは女神レアとの間に子をもうけることになる。クロノスは
両親によりある予言を受ける。「自分自身の子によって王座を奪われる」というも
ので、それはまさにクロノスが父神に対して行ったことと同じである。クロノスは
この予言の現実化を恐れ、レアとの間に子どもが生まれる度にその子を呑み込んで
しまう。６番目の子どもが生まれた時レアはその子をクレタ島に隠し、呑み込まれ
るのを防ぐ。その子はクレタ島で育ち、後にクロノスの前に姿を現し薬によってこ
れを倒し王座を奪う。この時、クロノスに呑み込まれていたティターン族を吐き出
させる。このクレタ島で育った息子というのが、大神ゼウスである。 
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２４● Chromium クロム Cr 
＜ Gr.  chróma(色) 
この元素の化合物が酸化状態により多様な色を示すことから、色に因んで名付けられた。 
  
chromato-(母音の前で chromate-) 「色(color)」の連結形 
e.g.  chromatic figure(染色像), chromatogram(クロマトグラム、図形), chromatophore(色
素細胞 ), chromatic(色の ), chromatin(クロマチン、染色質 ), chromaticity(色度 ), 
metachromatic leucodystrophy(異染性白質ジストロフィ), chromatin granule(染色体顆
粒), chromosome(染色体), chromosomal aberration(染色体異常), chromosome chain(染色
体鎖 ), chromosome fiber(染色体糸 ), chromosome map(染色体地図 ), chromosome 
matrix(染色体基質), chromosome mutation(染色体突然変異), chromosome ring(染色体環), 
cytoplasmic inheritance 細胞質遺伝) 
 
 
２５☆ Manganese  マンガン Mn 
＜ Gr.  Mágnes(マグネシアの石) 
（原子番号 12 マグネシウム Mg項参照） 
 Magnesia地方で発見された鉄の酸化物はmagnet(磁石)と名付けられた。 
 
 
２６ Iron  鉄  Fe 
Iron  ＜ イリュリア語で strong metal を意味する語 
Fe(ferrum)  ＜ L.  ferrum(鉄) 
 ヨーロッパでは鉄の文明が紀元前８世紀ごろに成立したと言われる。それほどはるか昔
から鉄は使われてきた。イリュリア語は紀元前にバルカン半島北西部で話されていた言語
の一つであると言われている。この Ironの語源には、柔らかい青銅と対比して強固(strong)
な金属(metal)であるという意味のイリュリア語が関係しているのではないかと考えられて
いる。 
元素記号の Feはラテン語で鉄を意味する ferrumからきている。 
 
iron  「鉄、堅さ、強さ」 
e.g.  Iron Age(鉄器時代), iron bacteria(鉄細菌), iron-binding protein(鉄結合タンパク質), 
Iron Curtain(鉄のカーテン), iron-deficiency anemia(鉄欠乏性貧血), Iron lung(鉄の肺), 
iron metabolism(鉄循環), iron-sulfur protein(鉄-硫黄蛋白質), iron work(鉄製品) 
 
ferro-(母音の前で ferr-)「鉄」の連結形 
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e.g.  ferric( 第 二 鉄 の ),  ferroalloy( 合 金 鉄 ),  ferrocobalt( コ バ ル ト 鉄 ),  
ferromanganese(マンガン鉄),  ferrosilicon(珪素鋼),  ferruginous(鉄含有の) 
 
 
２７★ Cobalt コバルト  Co 
＜ G. kobold(地中の妖精、中世の妖精) 
コボルト(Kobold, Kobolt)はドイツの民間伝承として語られてきた醜い妖精、精霊である。
英語ではゴブリンと訳されることもある。 
このコバルト金属を冶金する過程で、うまく解けず釜をそこなうことが多かったらしい。
そこで、地の悪い妖精が鉱石に何か仕掛けたのだろうと考えられ、この元素はコボルトに
因んで名付けられたという説がある。 
語源は同じだが説明が若干異なる他の説によると、先ほど挙げたその妖精が山野に出現
し、中世すでに有用であった鉄を盗んだという。その廃鉱石が Kobaltと名付けられ、その
石から発見された元素にコバルトという名前が付けられたという話である。 
 
 
２８★  Nickel  ニッケル Ni 
＜ G. Kupfernickel(悪魔の銅) 
 昔鉱夫たちは輝く金属を発掘した場合は幸運の印として喜んだ。しかし銅を含まない金
属を見つけた場合には喜ばしいものではなく、Nicholas(ニコラス)と呼ばれる悪魔のせいで
あるとしたらしい。そのような金属をニコラスに因んで名付けたという説がある。また冶
金の段階で銅を含んでいない銅を冶金してしまった場合、ニックと呼ばれる山の精霊のせ
いにしたらしい。そしてこのような鉱石が Kupfernickel(悪魔の銅)を呼ばれるようになり、
元素名にも影響を与えたという説もある。 
 
 
２９☆ Copper  銅 Cu 
＜ Gr.  Kýpros(キュプロス島) 
ローマ時代、キュプロス島が銅の産地であった。元素名はこの島の名前にちなんで名付
けられた。 
 ギリシャ語で銅は charkós である。これと関係して、chalcocite(輝銅鉱),  chalcogen(造
鉱石元素),  chalcolite(銅ウラン鉱),  chalcophile(親銅族),  chalcopyrite(黄銅鉱)などの語
がある。 
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３０● Zinc  亜鉛 Zn 
＜ Gr. Zinken(フォークの先) 
亜鉛が炉の底に沈みこむときの形がフォークの先に似ていることから名付けられたとい
う説がある。 
 
 
３１☆ Gallium  ガリウム Ga 
＜ L. Gallia（フランス《古名》） 
 1875 年、ポール・ボアボードランが発見した。この元素は彼の祖国フランスのラテン名
ガリアに因んで名付けられた。 
 
 
３２☆ Germanium  ゲルマニウム Ge 
＜ L. Germania（ドイツ《古名》） 
 1886 年、ウィンクラーによって鉱石の中から確認された。この元素はウィンクラーの祖
国ドイツの古名ゲルマニアに因んで名付けられた。 
 
 
３３ Arsenic  ヒ素 As 
  ＜ Gr.  ársen(男) 
 この元素は金属その他に激しく反応する性質を持つ。その性質と関係して、男を意味す
る語が語源となっていると考えられている。 
 ヒ素に関係する語として arsenate(ヒ酸塩),  arsenide(ヒ化物),  arsnite(亜ヒ酸塩)など
がある。 
 
 
３４★ selenium  セレン Se 
＜ Gr.  seléne(月の女神セレーネー)  
この元素は 1817 年スウェーデンのベルセーリウム(1779-1848)により発見された。この
元素はテルル(原子番号 52 テルル Te項参照)(地球にちなんで名付けられた)に似ているた
め、地球の惑星して地球と近い関係にある月にちなんで名付けられたという考え方がある。
(この元素は周期表上でテルルのすぐ上に位置している。) 他には、この元素の燃える姿が
月の青みを帯びた様子に似ているため、月に関する名がつけられたという説もある。 
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３５● Bromine  臭素 Br 
＜ Gr.  brómos(悪臭) 
 1826年、A.J.Balardによって発見された。その強い刺激臭、悪臭に関係して名付けられ
た。 
 
bromo-(母音の前で brom-) 「臭素(bromine)」の連結形 
e.g.  bromometry(臭素滴定), bromate(臭素酸塩), bromic acid(臭素酸), bromide(臭化物), 
bromine fluoride(フッ化臭素) 
 
 
 
 神話のセレーネーは月の女神であり、太陽神ヘリオス(原子番号 2 ヘリウム 
He項参照)、曙の女神エーオースの兄弟にあたる。アポロンとヘリオスが太陽
に関係する神という点で類似し、しばしば混同されるように、セレーネーはア
ルテミスと月に関する女神という点で類似するため、混同されることがある。 
 このセレーネー女神(あるいはこれはアルテミス女神であるという説もある)
は、太陽神ヘリオス(あるいは日の神アポロン)が西の地の果てへ沈んだ後に銀
色の駿馬に引かれて東の空にあらわれる。その頃、地上の者は穏やかな眠りに
落ちてゆく。この女神はエンデュミオンという牧羊者と恋に落ちる。エンデュ
ミオンはラトモス山で暮らしており、毎晩山上の月を眺めながらその光を浴び
て心地よい眠りについていた。ある夜、この女神がラトモス山へさしかかった
時、羊の群れに混ざってすやすやと眠るエンデュミオンの寝顔を一目見て恋に
落ちる。それ以後、女神は毎晩エンデュミオンの夢の中に現れるようになる。
エンデュミオンにとっても毎晩美しい女神に会えることは喜びであり、まさに
夢のような日々であったが、いつも目を覚ますと女神の姿は消えている。女神
が羊たちを疫病や防風から守ってくれるため、羊たちはよく繁殖してゆく。あ
る夜、夢の中で女神はエンデュミオンに、何か願い事はないかと尋ねる。エン
デュミオンは永遠の若さを欲しいと言う。女神はゼウスの力を借りてその願い
を叶える手段を探すが、そのためには永遠の眠りにつかなくてはならないとい
うことになってしまう。その眠りの中では女神と会うことはできない。眠りに
ついたエンデュミオンはラトモス山上の洞窟へ運ばれる。 
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３６ Krypton  クリプトン Kr 
＜ Gr.  kryptós(隠れた) 
 1898年、Ramsay と Travers の行った大量の液体空気を蒸発させた実験により初めて得
ることができた。この元素を得ることに大変な苦労をしたため、隠れたという意味を持つ
語に因んで名付けたらしい。 
 
kryptos 「隠れた」に関連する語の例 
e.g.  cryptic coloration(隠蔽色《動物の存在を背景の中に埋没させる効果を持つ体色の総
称》 ), cryptic enzyme(潜在酵素 ), cryptic prophage(クリプティックプロファージ ), 
crysopsin(= visual pigment 視物質), cryptogamous plants(隠花植物), cryptogram(暗号), 
cryptometaboly(隠変態), cryptomnesia(潜伏期億),  cryptonym(匿名), cryptophytes(地中
植物), cryptozoic(陰性の《昆虫》) 
 
 
３７● Rubidium  ルビジウム Rb 
＜ L.  rubidus(暗赤色の) 
1861 年、R.W.Bunsen と G.R.Kirchhoff により発見された。スペクトル線が赤色であっ
たことから、その色にちなんで名付けられた。 
 
 rubidus(暗赤色の)に関係する語として rubefaction(皮膚の発赤), rubella(風疹),  rubia 
argyi(茜),  rubric(朱書き),  ruby(ルビー、深紅色の)などがある。 
 
 
３８☆ Strontium  ストロンチウム Sr 
＜ L. Strontian(ストロンチアン《地名》) 
1808 年、Davy がスコットランドの町ストロンチアンで産出された鉱物からこの元素を
発見した。そこで、この元素は発見された地名に因んで名付けられた。 
 
 
３９☆ Yttrium  イットリウム Y 
＜ スウェーデン語 Ytterby(イッテルビ 《ー地名》)（原子番号 68 エルビウム Er項参照） 
スウェーデンにイッテルビーという小さな村がある。この村で発掘されたガドリン石か
らイットリウムが発見された。そこで、この元素は村の名前に因んで名付けられた。また、
この鉱石からはテルビウムやイッテルビウム、エルビウムなどの元素も発見され、すべて
イッテルビーの地名から名称がとられている。 
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４０● Zirconium  ジルコニウム Zr 
＜ ペルシャ語  zargun(黄金色に輝く) 
ジルコニウムは銀色で硬い金属元素である。なぜ金色という意味があてられたのかにつ
いて、ある説によるとジルコンは昔から宝石の一つに数えられていたので、高価な「金」
に由来する名前をもらったのであろうと言われている。 
 
 
４１★ Niobium  ニオブ Nb 
  ＜ Gr.  nióbe(ニオベー) 
 1801 年、イギリスのハチェットがコルンブ石から新元素を発見した。その元素はコロン
ビウムと名付けられた。翌年発見された元素にはタンタルという名がついた。その後、1865
年にドービルとトルーストがコルンブ石の中のある元素を新元素であると主張した。その
元素はタンタルと性質が似ていたことから、神話のタンタロスの娘ニオベ―の名にちなん
でニオブと名付けられた。その後研究が進み、ニオブと呼ばれる元素がコロンビウムと呼
ばれる元素と同じであることが分かった。そして 1949年、この元素の呼び名がニオブに統
一された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 神話のニオベはタンタロス(原子番号 73 タンタル Ta項参照)の娘に
あたる。ニオベはテーバイと呼ばれる町の女王で、自分の持つもの(権
力、美貌、たくましい息子達、花のように美しい娘達)を心から誇りに
思うと同時に、そうしたものを持つ自分を世界で最も幸福な母親である
と思い込む。 
 ある時、テーバイの女達が町の真ん中に集まり、運命の女神レト(ア
ポロンとアルテミスの母)に祈りを捧げようとする。そこにニオベがあ
らわれ女達の祈りを中断させ、自分とレトとの比較を様々な角度から述
べる。(レトの子どもよりも自分の子どもの方が子どもの数が多く、ま
たそれぞれのもつ才能も優れているなど)この侮辱を受けたレトは、ア
ポロンとアルテミスを遣わしてニオベの子どもたちを全て殺してしま
う。子どもたちを全て殺されたニオベは生気をなくし、悲しみのあまり
にその身体は石と化してしまう。この時身体全体が石になる中で、涙だ
けそのままの状態で残る。石となったニオベは強い風にあたってシュピ
ロス山の絶壁の下に運ばれ、以後もそこで涙を流し続ける。 
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４２ Molybdenum  モリブデン Mo 
＜ Gr.  molybdos(鉛) 
 1781 年、スウェーデン人イエルムは酸化モリブデン（モリブデン土）を炭素で還元して
新金属を単離し、Molybdenumと名付けた。（日本ではモリブデンという呼び名が定着して
いる。モリブデンというのはドイツ語の発音に近い。）Molybdenum の名はギリシャ語の
molybdes「鉛」に由来している。ただし、鉛そのものは lead (原子番号 82  鉛 Pb項参照)
である。 
 
 
４３人工 technetium  テクネチウム Tc 
＜ Gr.  technetós(人工の) 
 この元素は人工的に作られた最初の元素である。1937年モリブデンに重陽子が当てられ、
この元素が得られた。この人工的作業に因んで名付けられた。 
  
techno-(母音の前で techn-) 「技術」「工芸」「応用」の連結形 
fluorescent antibody technique(螢光顕微鏡), isotope tracer technique(同位体トレーサー
法), medical engineering(医用工学 technology medicare(仏)) 
 
 
４４☆ Ruthenium  ルテニウム Ru 
＜ L. Ruthenia(ロシア《古名》)  
この元素の発見者の出身地ロシアのラテン語名に因んで名付けられた。 
 
 
４５● Rhodium  ロジウム Rh 
＜ Gr.  rhódon(バラ) 
1803 年イギリスの William Hyde Wollaston(1766-1824)によって発見された。ロジウム
の化合物の水溶液がバラ色になることから、バラに因んで名付けられた。 
 
rhodo-(母音の前では rhod-) 「バラ(rose)、バラ色の」の連結形 
e.g.  rhodamine(赤色系統の蛍光性染料),   rhodite(ローダイト), rhodolite(ロードライト
《バラ色のざくろの一種》), rhododendron(ツツジ属(この属に含まれる植物の多くは紅い
花をつける。), rhodonite(バラ輝石), rhodophyta(紅色植物), rhodora(ロドナ《ツツジ科の
低木で、春に葉よりも先にバラ色の花をつける》),  rhodoplast(紅色体), rhodopsin(ロド
プシン、視紅), rhodophycea(紅藻植物門) 
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４６★ Palladium  パラジウム Pd 
＜ 小惑星 Pallas  ＜ Gr.  Pallás(パラス) 
この元素は 1803年に Wollaston発見された。この前年に Olbersが小惑星 Pallas が発見
され、この惑星名に関連して名付けられたと考えられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 神話のパラスは女神アテネと同年で仲の良い遊び仲間であった。ある日、
パラスとアテネが武術の試合をして遊んでいたパラスがアテネに攻撃を仕
掛けた時、アテネの父ゼウスが愛娘のアテネを守るために山羊皮の楯をパ
ラスの前にかざすパラスの注意が目の前の戦いの相手からそれた瞬間に、
パラスはアテネから致命的な一撃を受け、重症となる。このことをアテネ
は大変悲しみ、この大切な仲間にそっくりの像を造らせ、ゼウスの神像に
並べてあがめようと考える。また、自分自身をパラス・アテネと名乗るよ
うになる。ゼウスは、アテネの許可を得て、この像をトロイアの城郭付近
へ置くことにする。(この城郭はイリオンやイリス、ペルガモスとも呼ばれ
る。)この像は、その地域がゼウスとその娘アテネ(パラス・アテネ)の加護
にあることのしるしとなる。 
 地上ではギリシアの軍勢とトロイアの軍勢との激しい戦いが起こる。ギ
リシア軍がトロイア軍を攻め滅ぼそうとして何度も攻撃を仕掛けるが、こ
とごとく失敗する。ある時ギリシア軍は、トロイアの運命はパラディオン
神殿にある女神像にかかっているという神託を受け、この像がトロイアに
ある限り攻め滅ぼすことができないと悟る。そこで、ギリシア軍のオデュ
セウスとディオメデスが夜中に神殿に忍び込み、この像を盗む。しかしそ
の後のギリシャ軍の攻撃もうまくいかず、トロイア勢に撃退される。この
後、オデュセウスは預言者カルカスの力を借り、巨大な木馬を使った作戦
を思いつく。この作戦がついにトロイアを滅亡させることとなる。 
 26 
 
４７● Silver  銀 Ag 
Silver  ＜ アングロサクソン語 sioltur(銀) 
Ag  ＜ L. argentum (明るい・輝く) 
 
argento-(argenti-)(母音の前で argent-) 「銀」の連結形 
e.g.  argentaffin( 銀親和性の ),  argentation( 銀染色 ), argentiferous( 銀を含む ),  
Argentine( アルゼンチン ),  argentite( 輝銀鉱 ),  argentophil fiber( 嗜銀繊維 ), 
argentmetry(銀滴定 ),  argentocyanide(シアン化銀 ),  argentophile(銀親和性の ),  
argentous(銀の、第一銀の) 
 
 
４８★☆ Cadmium  カドミウム Cd 
＜ Gr.  Kadméios(カドモスの) 
1817 年ドイツのシュトロマイヤーによって発見された。この元素の名はギリシャ神話の
フェニキアの伝説上の王子カドムス(Kadmus,Kadmos)に由来するという説がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４９● Indium  インジウム In 
＜  L.  indigo(藍色) ＜ Gr.  Indikós(インド産の藍色染料) 
1863 年ドイツのリヒターとライヒによって発見された。この元素の輝線スペクトルが藍
色であるため、その色にちなんで名付けられた。この indigo という語はインド産の藍色染
料(Gr.  Indikós)に由来する語であると言われている。 
 神話のカドモスはフェニキアの王子で、エウロペ(原子番号 62 ユウロ
ピウム Eu 項参照)の兄弟にあたる。ある時エウロペが雄牛の姿をしたゼ
ウスに連れ去らわれることとなる。カドモスとその兄弟はエウロペを探す
よう父に命じられ必死になって探すのだが、見つけることができない。父
の命令を果たすことができないということでカドモスは父を恐れ、これか
らどうすべきかに悩み、日の神アポロンに神託を求める。そこでカドモス
はアポロンから、「これから先、さびしい草原である牛と出会い、その牛
が身を休めた草の上に城塞を作り、その町をテーバイと名付けるように」
という教えを受ける。カドモスはアポロンの下を立ち去り、草原にて予言
通りの牛と出会う。そしてその牛が休んだ地にテーバイと呼ばれる町を建
設する。 
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Indigo snake というのは藍色または茶色の無毒の大型ヘビである。アメリカ南部から南
米にかけて生息する。 
 
indo-(ind-) 「藍色(indigo)」の連結形 
e.d.  indole(インドール), indoleacetic acid(インドール酢酸), indoleacetylaspartate(イン
ドールアセチルアスパルテート), indoleacetylglucose(インドールアセチルグルコース), 
indole-3-aceto-nitrile(インドール-３-アセトニトリル), indole-3-acetic acid(インドール-３-
酢酸 ), indoleacetic acid oxidase(インドール酢酸オキシアーゼ ), indoleacetic acid 
glucoside(インドール酢酸グルコシド), indophenol(インドフェノール), 
 
 
５０ Tin  スズ Sn 
Sn  ＜  L.  Stannum(鉛との合金) 
 スズ(Tin)(別名 Stannum)は古代より知られている元素である。スズは英語名では Tin、
ドイツ語名では Zinn である。この Tin(Zinn)と亜鉛はその語源に関してともに Zin に関係
しているという説があるが、詳しいことは分かっていない。 
Tinに関係する語の例 
e.g.  tin bronze(スズ青銅 ),  tin chloride(塩化スズ ),  tin compound(スズ化合物 ),  
tindichloride(塩化第一スズ),  tinfoil(スズ箔) 
 
stann-「スズの、スズを含む」の連結形 
e.g.  stannary(すず鉱区),  stunnate(スズ酸塩),  stannic(スズの、第二スズの),  stannic 
chloride( 塩化第二スズ ),  stannic sulfide( 硫化スズ ),  stannite( 亜スズ酸塩 ),  
stannous(スズの、第一スズの) 
 
 
５１  Antimony  アンチモン Sb 
Antimony  ＜   a brittle metallic element(もろい金属成分) 
Sb(stibium)  ＜ Stibium(眉墨) 
 アンチモンは古代より知られていた元素であると言われている。この元素名の語源には
諸説あるが、もろい金属成分という意味の言葉に由来するという説がある。古代、アンチ
モンを含む黒色粉末は眉墨(Stibium)あるいはアイシャドーに使われていたという説がある。
(この黒色粉末はエジプトのクレオパトラにも愛用されたという話がある。) このことが Sb
の元素記号の由来に関わっているのではないかと考えられている。 
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 Antimonyに関係する語 
e.g.  antimonial lead(アンチモン鉛),  antimonic acid(アンチモン酸),  antimonide(アン
チモン化物) ,  antimonite(亜アンチモン酸塩),  antimonous(亜アンチモンの) 
  
 Stibiumに関係する語 
e.g.  stibate(アンチモン酸塩),  stibial(アンチモンの),  stibiated(アンチモン含有の),  
stibium(アンチモン),  ｓstibonium(スチボニウム) 
 
 
５２ tellurium  テルル Te 
＜ L.  tellus(地球、大地の女神テルル) 
 1782年にオーストリアのミュラー、1783年にルーマニアのライヘンシュタインによって
新元素らしいものが発見された。1798年 Martin Heinrich Klaproth(1743-1817)によって
これが新元素であることが確認され、その時に命名された。クラップロートはこれ以前に
Uranos(天王星)に因んでウラン(原子番号 92 ウラン U項参照)を命名していた。52番元素
についてはローマ神話における大地の女神テルルに因んで命名したという説がある。また、
彼は後にセレン(原子番号 34 セレン Se 項参照)も命名している。 
 
telluro-(母音の前で tellur-)「地球」の連結形 
e.g.  tellurian(地動儀),  telluric(地球の、テルルの),  telluric current method(地電流法),  
telluric line(地球大気線) 
telluro-(母音の前で tellur-)「酸素に代わり 2 価のテルルを含む」の連結形 
e.g.   telluric acid(テルル酸), tellurate(テルル酸塩), tellurite(テルル石、亜テルル酸塩),  
tellurous(亜テルルの), tellurous acid(亜テルル酸),    
 
 
５３● iodine  ヨウ素  I 
＜ Gr.  iódes(スミレ色の) 
 ヨウ素は 1811年、フランスの Bernard Courtois(1777-1838)によって発見された。後に
ゲイリュサックによって新元素であることが確認された。ヨウ素を熱したときに発生する
蒸気が紫色であることに因み、命名された。日本語名のヨウ素の語源はドイツ語のヨード
の音読みであると言われている。 
 
iodo-(母音の前で iod-) 「ヨウ素(iodine)」の連結形 
e.g. iodacetamide(ヨードアセトアミド), iodacetic acid(ヨード酢酸), iodometry(ヨウ素還
元滴定), iodoform(ヨードホルム), iodo-stastarch paper(ヨウ素デンプン紙) 
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５４ Xenon  キセノン Xe 
＜ Gr.  xénos(見知らぬ、異国の、異種の) 
 キセノンは 1898 年、イギリスの William Ramsay(1852-1916)と Morris William 
Travers(1872-1961)によって発見された。キセノンは揮発しにくい性質を持っている。そ
こから、馴染みにくいものなどを意味する Xenosと関係して命名されたと考えられている。 
xeno-(母音の前では xen-) 「外国の(alien)、奇妙な(strange)、客(guest)」の連結形 
e.g.  xenoantigen(異種抗原), xenobiotics(生体異物), xenogamy(異種受粉), xenograft(異種
移植片), xenomenia(代償性月経), xenial(主客関係の) 
 
 
５５● Caesium  セシウム Cs 
＜ L.  caesius(灰青色の、青空色の) 
 セシウムは 1860 年、ドイツの物理学者 Gustav Robert Kirchhoff(1824-1887)と化学者
Robert Wilhelm Bunsen(1811-1899)によって発見された。彼らは鉱泉水の炎症反応を観察
し、それまで知られていたアルカリ金属化合物（Li,Na,K）とは異なる２本の輝線スペクト
ルを発見した。それらの色が青色であったことから、青色にちなんで命名された。 
 
Caesius と関係する語としては caeruleus(青色の), saesaries(髪の毛) があるが、現在こ
れらの言葉はあまり使われていないようだ。 
 
 
５６● Barium  バリウム Ba 
＜ Gr.  barýs(重い) 
 バリウムは 1808 年イギリスの化学者 Humphrey Davy(1778-1829)により新元素とされ
た。その時点で知られていたアルカリ土類金属の中で単体の密度が高く、重いことからこ
のような名前がついた。 
 
baro-(母音の前で bar-) 「重さ(weight)、圧力(pressure)」 
e.g.  baric(気圧の),  baric wind law(地衡風の法則),  bariton(バリトン(声楽用語)), 
baroceptor(圧受容器), barometer(気圧計), barophile(好圧生物), barophilic bacterium(好
圧性細菌), Barosaurus(バルサウルス), eurybaric bacterium(広圧性細菌 barotolerante 
bakterie(独)),  barytes(重晶石) 
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５７ Lanthanum  ランタン La 
＜ Gr.  lantháno(隠れている、気づかずにいる、忘れる)  
 ランタンは 1839 年、硝酸セリアと呼ばれた物質から Carl Gustaf Mosander(1797-1858)
により発見された。この元素はセリウムを取り出すことのできる鉱石に含まれていた。そ
の鉱石からは 1808 年にセリウムが発見され、後にランタンが見つかった。その経緯から、
隠れるという意味と関係づけて名付けられた。また、この時 Mosander が得たランタンに
はさらに他の元素が隠されていたのだが、そこに隠されていた元素は互いに性質がよく似
ており、当時の分別結晶法では分離が難しかった。19 世紀後半に分離の方法が改良され、
Pr(原子番号 59プラセオジム Pr項参照)、Nd(原子番号 60 ネオジム Nd項参照)、Sm(原子
番号 62 サマリウム Sm 項参照)、Eu(原子番号 63 ユウロピウム Eu 項参照)が取り出され
る。 
 
 
５８★ Cerium  セリウム Ce 
＜ Ceres(小惑星セレス) ＜ Ceres(穀物の女神セレス) 
 セ リ ウ ム は 1803 年 、 Jons Jakob Berzelius(1779-1848) 、 Martin Heinrich 
Klaproth(1743-1817)、ヒシンイェルにより発見された。元素名は 2年前に発見された小惑
星 Ceres (1801 年に小惑星 1号として発見される)に関係している。小惑星 Ceres はローマ
神話の穀物の女神 Ceres に由来していると言われている。 
 Ceres に関係する語として、cereal(穀物、朝食用オートミール)がある。 
 
 
５９ Praseodymium  プラセオジム Pr 
＜ Gr.  prásios(ニラ色の、淡緑色の) ＋ Gr.  dídymos(二重の、双子の) 
 プラセオジムは 1885 年、オーストリアのウェルスバッハにより発見された。この発見に
関わった重要な物質としてジジニウムと呼ばれたものがある。1839 年にセリウムとランタ
ンを分離した Carl Gustaf Mosander(1797-1858)は、その後ランタンがさらにランタンと
別のものに分かれることを見出した。ランタンとは違うもう一方のものは「双子」の意味
でジジニウムと名付けられた。(ランタンとジジニウムは常に一緒に取り出されてい
た。)1869 年にロシアのメンデレーエフにより作られた周期表にはジジニウムの記号 Di が
載せられていた。その後 1885年にウェルスバッハがジジニウムからプラセオジムとネオジ
ムを分離した。プラセオジムは空気中では酸化して黄色く変色するが、明るい緑色の染料
として使用されることもある。プラセオジムの名には、この緑色を表現する要素とジジニ
ウムの名残りの要素がある。 
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 Prasinos に関係する語として、prasinoxanthin(プラシノキサンチン(光合成色素))がある。
Didymos に関係する語として didymelales(ジジメレス目(ジジメレス科の双子葉植物))があ
る。 
 
 
６０ ネオジム Neodymium Nd 
＜ Gr.  néos(新しい) ＋ Gr.  dídymos(二重の、双子の) 
 1885 年、Welsbach(1858-1929)がジジニウムからプラセオジムとネオジムを分離した。
この２種類の元素は性質が似ている。プラセオジムとネオジムのペアは、ランタンとジジ
ニウムのペアが双子（原子番号 59 プラセオジム Pr 項参照）と呼ばれるようになってか
ら 40 年以上後に認識されるようになった新たな双子である。このネオジムの元素名には、
この neos(新しい)と didymos(双子)の意味がある。 
 
 
６１★ Promethium  プロメチウム Pm 
＜ Gr.  promethéus(火の神プロメテウス) 
 プロメチウムは 1947 年、アメリカの化学者マリンスキー、グレンデニン、コライエルに
よって発見された。これ以前にも他の化学者によって発見されイリニウムやフロレシウム
と名付けられていたが、いずれもスペクトルのみで元素の単離はできなかった。プロメチ
ウムはその放射性のため、暗いところでは青白色から緑色の蛍光を放つ。プロメチウムの
名はギリシャ神話で人類に火を授けた神プロメテウスに因んでつけられた。 
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６２ Samarium  サマリウム Sm 
＜ samarskite(サマルスキー石) ＜ Samarski（サマルスキー《人名》） 
 サマリウムは1879年、フランスのボアボードランによってサマルスキー石から発見され、
この石に因んで名付けられた。ちなみにサマルスキー石の名はその鉱物の発見者サマルス
キーに由来している。 
 
 
６３★☆ Europium  ユウロピウム Eu 
＜ Europe (ヨーロッパ大陸) ＜ Gr.  Európe(女神エウローペ) 
 ユウロピウムは 1896 年、フランスのドマルセによって発見された。この元素はヨーロッ
パ大陸に因んで命名された。その後周期表でユウロピウムの真下に位置する新元素が発見
された時には、その研究グループがアメリカ大陸にあったことに由来してアメリシウムと
名付けられた。 
 この Europe の語源はギリシャ神話の女神エウローペであると言われている。エウローペ
 神話のプロメチウムは人間に様々なものを与えてくれた火の神である。 
 精神を持って世界を支配する人間が地上に創られる前、海の中には魚、空には鳥、
陸には様々な動物が生活していたと言われる。そこへ、プロメテウスがあらわれ、
最初の人間を創る。この神は人間に数や文字を教え、星辰の出没を観察することや
動物を飼いならすことも教える。また、舟や帆の作り方、薬の作り方を教え、銅、
鉄、銀、金の発見・活用へと導いてくれる。  
 ある時、プロメテウスは神々と人間との間における犠牲中の分け前が決められる
際に、ある事をしてギリシア最高神ゼウスを怒らせることとなる。それは、ゼウス
の前に脂肪で包んだ骨と、内臓と皮で包んだ肉を見せ、そのどちらかを選ばせたこ
とである。ゼウスは肉を望んでいたが、前者を選んでしまう。そして人間が肉を手
にすることとなる。ゼウスはこの時のプロメテウスの行いに怨みを抱く。 
 後に、プロメテウスは人間に火を与えてやりたいと考える。地上の他の動物には
羽や毛、貝には貝殻という身を守るものがある。しかし人間にはそうしたものがな
く、いかにも寒そうだからである。そこで、プロメテウスはゼウスの下へ向かい「人
間に火を分けてやってください」と嘆願する。しかしゼウスは先の肉の分配に関す
る怨みを抱いていたため、この願いを断る。そこで、プロメテウスは次の策を考え
る。それは、太陽神ヘリオスの火の車の火をある植物の茎に燃え移らせ、それを使
って地上に火をもたらすという方法である。この作戦は成功し、地上に用意された
大量の薪の上に初めて人間生活に必要な火がもたらされることとなる。 
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に関係する語として Jupiter Ⅱ Europa(ユーロパ《木星の第２惑星》)、Euro(ユーロ通貨)
などがある。 
 
 
 
６４ Gadolinium  ガドリニウム  Gd 
＜ gadolinite(ガドリン石) ＜ Gadolin(ガドリン《人名》) 
 
 gadolinite(ガドリン石)から発見されたこの元素は 1886 年に新元素であることが確認さ
れた。（このガドリン石からは他にも多くの元素が発見された。Gadolin は 1794 年ガドリ
ン石から新元素を含む酸化物を見つけた。この酸化物はイットリアと呼ばれるようになる。
この酸化物から 1843年 Mosanderは純度の高いイットリウムを得た。そして、このイット
リウムから 1843年に 3つの成分が取り出された。それらはイットリウム、テルビウム、エ
ルビウムである。さらにその後、Mosander が取り出したエルビウムはさらに分離すること
のできるということが分かり、そこから６つの成分が取り出された。ジスロプロシウム、
ホルミウム、ツリウム、イッテルビウム、ルテチウム、およびスカンジウムである。純粋
なエルビウムは 1879 年にスウェーデンのクレーベによって発見された。）ガドリニウムの
名前は、1794年にそのガドリン石を発見した Gadolinに由来する。 
 
 
６５☆ Terbium  テルビウム  Tb 
＜ Ytterby(イッテルビー《地名》)  
 神話のエウローペは古代フェニキア王の娘にあたる。ゼウスはある時、若く
て魅力あふれるエウロペに心を奪われる。何とかしてエウロペに近づくための
策を考える。そこでゼウスは美しい雄牛に姿を変え、牧場にて友達と遊んでい
るエウロペに近づき、背中を差し出す。エウロペがその雄牛を気に入り背中に
乗ると、その途端に雄牛は走って牧場をあとにし、砂浜へ向かう。そしてエウ
ロペを背に乗せたまま海を渡り、ある島へ到着する。そこで元の神の姿に戻り、
自分がゼウスであることを告げ、結婚を迫る。エウロペはゼウスの背中に乗っ
てしまったがために故郷を離れてしまったことへの悲しみから、自殺を考える。
その時女神アプロディテがあらわれ、微笑みながらエウロペに慰めの言葉をか
ける。その言葉の中に「あなたは無敵のゼウスの下界の妻となるわけです。ま
た、あなたを迎え入れたこの地はこれ以後エウロペと呼ばれ、あなたの名は不
朽のものとなるでしょう。」という部分がある。 
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1843 年スウェーデンの Carl Gustaf Mosander(1797-1858)はイットリウムの中から発見
した物質をテルビウムと名付けた。テルビウムの名はイットリウムが発見されたスウェー
デンの村イッテルビーに由来している。しかしこの時 Mosander により発見されテルビウ
ムと呼ばれたものは、後にさらに分離できる不純なものであったということが分かった。
純粋なテルビウムが得られたのは 1879年になってからであり、それはスウェーデンのクレ
ーベによる。（原子番号 64  ガドリニウム  Gd 項参照）テルビウムの発見者を説明する際、
混乱を避けるために Mosander であると言われることが多い。 
 
 
６６ Dysprosium  ジスプロシウム  Dy 
＜ Gr.  dysprositos(近づき難い) 
 ジスプロシウムは 1886年フランスのボアボードランにより発見された。これは不純なホ
ルミウムから発見された。（ボアボードランは 1875年にガリウムを発見、1879 年にサマリ
ウムを発見した科学者である。）分離に非常に苦労したと言われるジスプロシウムは、近づ
き難いという意味のギリシャ語に因んで名付けられた。 
 
 
６７☆ Holmium  ホルミウム  Ho 
＜ Holmia(スウェーデンの首都ストックホルム(地名)(ラテン名)) 
 ホルミウムは 1879年スウェーデンのクレーベにより発見された。これは不純なエルビウ
ムから発見された。（この不純なエルビウムからはツリウムと純粋なエルビウムも発見され
た。）ホルミウムの名は発見者クレーベの生誕地ストックホルムのラテン名に由来する。 
 
 
６８☆ Erbium  エルビウム  Er 
＜ Ytterby(イッテルビー《地名》) 
 1843年 Msanderがイットリウムの中から発見した元素にエルビウムと名付けた。（６４ 
Gadolinium  ガドリニウム Gd 参考）エルビウムの名はそれが発見された鉱物の産地イッ
テルビー村に由来する。イッテルビー村に由来して名付けられた鉱物は４つある。イッテ
ルビウム、イットリウム、エルビウム、テルビウムである。 
 
 
６９☆ Thulium  ツリウム  Tm 
＜ Gr.  Thule(スカンジナビア半島を含む極北の古名) 
 1879年スウェーデンのクレーベによって分離され、ツリウムと名付けられた。（原子番号
64 ガドリニウム Gd 項参照）この時ホルミウムも同時に発見された。（原子番号 67 ホ
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ルミウム  Ho 項参照）スウェーデンはかつて Thule と呼ばれた地域(スカンジナヴィア半
島を含む、その周辺地域)の中にあり、この元素名はその古名に由来している。この Thule
の地名の由来は定かではないが、一説によると紀元前２世紀の歴史家ポリュビウスにより
考えられていた極北の島 Thule(Thyle)(この島は想像上のものであったとされている)が関
係しているのではないかと言われている。 
 
 
 
７０☆ Ytterbium  イッテルビウム  Yb 
＜ Ytterby(イッテルビー《地名》) 
 イッテルビウムは 1878年スイスのマリニャックによって発見された。（原子番号 64 ガ
ドリニウム Gd 項参照）元素名イッテルビーはこの元素が発見された鉱物の産地イッテル
ビー村に由来する。 
 
 
 
７１☆ Lutetium  ルテチウム  Lu 
＜ L.  Lutetia(パリの古代都市の名《地名》) 
この元素は 1905 年にドイツのウエルスバッハ、1907 年にフランスのウルバンによりそ
れぞれ独自に発見されている。どちらの場合もガドリン由来の酸化物イットリアの中から
発見されている。ウエルスバッハはこの元素を女神カッシオペイア(Gr. Cassiopea)と関連
付けて cassiopeium(カシオペイウム)と名付けた。その一方で、ウルバンはこの元素をパリ
の古代都市の名 Lutetia に因んで Lutetium(ルテチウム)と名付けた。ウルバンはパリで生
まれ育った。後に、この元素の呼び名はルテチウムに統一された。 
カシオペイウム以外にカッシオペイアに関係する語の例として、Cassiopeia(カシオペヤ
座)がある。 
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７２☆ Hafnium  ハフニウム  Hf 
＜ L. Hafnia(コペンハーゲン《地名》《ラテン名》) 
1923 年、Ｘ線分光分析によって発見された。研究者として知られているのは Coster、
Hevesy、N.Bohr。共同研究が行われた場所はデンマークであり、この元素名はその首都コ
ペンハーゲンの古いラテン系の名である Hafniaにちなんで名付けられという説がある。 
 
 
 
 神話のカッシオペイアはエチオピア王ケーペイスの妻である。カッシオペイ
アは海神ネレウスの娘たち(妖精たち)よりも自分(あるいは娘のアンドロメダ
ー)を美しいと自慢する。これに腹を立てた妖精たちが海神に訴え、海神は鮫を
従わせてエチオピア王国の者を襲う。鮫はエチオピアの住人を次々と食べてし
まう。エチオピア王夫妻は、娘アンドロメーダーを鮫の餌食にすればこの怪物
の攻撃から国を守ることができるという神託を受ける。エチオピアの住人は必
死になり、この娘の餌食を迫る。ケーペイスはひどく悲しみながら娘を餌食に
差し出す。 
 ゼウスの息子ペルセウスはセリポス島で育つ。勇敢な若者に成長したペルセ
ウスはセリポス島の王との約束(怪物メドゥサの首を打ち落として持ち帰ると
いうもの)を果たすため、旅に出る。怪物メドゥサは、その目を合わせた者を一
瞬にして石に変えてしまう魔力を持つということで人々に恐れられていた。無
事にメドゥサの首を打ち取ったペルセウスはそれを袋にしまう。帰路の途中、
会場の岩に結び付けられて大泣きしているアンドロメーダーを見つける。その
付近には今にも襲いかかろうとする鮫と、絶望の表情の両親がいる。ペルセウ
スは剣を使って鮫を倒す。 
 その後、ケペウス島でアンドロメーダーとペルセウスの婚礼の祝宴が行われ
る。祝宴の最中、その結婚を僻みに思う者(祝宴に参加していた、ケーペイスの
弟)が食卓に槍を投げつける。この僻み者は大勢の家来を連れており、この家来
達も槍を持って攻撃を始める。ペルセウスは剣を持ち、またその食卓を囲んで
いた者もケペウス側につき戦うが、この多勢に苦戦する。親しくなったばかり
の者達を殺されて憤激したペルセウスは、袋からメドゥサの首を取り出し一瞬
にして敵の者達を石に変え、争いを終わらせる。 
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７３★ Tantalum  タンタル  Ta 
＜ Gr.  Tántalos(タンタロス) 
 この元素は酸素に溶けにくい性質を持っているのだが、その性質とギリシャ神話のタ
ンタロスの枯渇のイメージが重ねられていると言われている。この神タンタロスに関連
する語として、tantalize(見せびらかしてじらす、からかってお預けを食らわせる)がある。 
Tantalum に関係する語として、tantalate(タンタル酸塩),  tantalic acid(タンタル酸), 
tantalite(タンタル石)などがある。 
 Tantalus(‘s) cup(タンタロスカップ)というのは、ある仕組みが隠されたカップである。
そのカップに水を注ぎ、ある一定の高さにまで達すると、仕組まれた通り道を通って水は
一気に外に流れ出てしまう。もしこれに関心があればこのカップの写真や絵を探してみる
と、人形付きの興味深いものがいくつか見つかるかもしれない。 
 
 
 
 
 
７４● Tungsten  タングステン  W 
Tungsten ＜ スウェーデン語 tung(重い) ＋ sten(石) 
W ＜ ドイツ語の Wolfrahm（最初、オオカミの鉱石 wolfart といわれる鉄マンガン重
石から取り出したので）に由来する。 
 Tungsten に関係する語として、tungstenite(タングステナイト),  tungstite(酸化タング
ステン鉱)などがある。 
 神話のタンタロスはゼウスの息子にあたる。その間柄であるということから
ゼウスを含神々の食卓に何度か招かれるのだが、タンタロスは結果的に神々を
困らせる行為を数多く行ってしまう。(食卓で耳にした神々の秘密を人間にもら
す、神々の酒や神々の食物を盗んで人間に与える、ゼウスの神殿から黄金の犬
を盗み、返却を迫られても返さない、タンタロスの息子ペロプスの遺体を神々
の食卓に供する、など) 
こうした行為の罰として、タンタロスは神々から永遠の渇きと飢えの苦しみ
を与えられる。(タンタロスは池の真ん中に立たされるのだが、水面に口を近づ
けて飲もうとすると、魔神の力により池の水がさっと枯らされてしまう。また、
タンタロスの立たされる池の岸にたくさんの果樹が植えられており、その身を
実らせた枝がタンタルの頭上にまで伸びてきているのだが、果実に手を伸ばし
てそれを取ろうとすると、さっと嵐が吹いて枝ごと高く巻き上げられてしま
う。) 
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７５☆ Rhenium  レニウム  Re 
＜ L.  Rhenus(ライン河) ＜ Gr.  rhéos(流れ) 
 この元素は 1925年ドイツで発見された。研究者として知られているのはNoddack夫妻。
Noddack の妻タッケの故郷がライン地方であることと関係して、ライン河関連の元素名が
考えられたという説がある。元素名の語源について、かつてのプロシアの州の１つ Rhine 
Province に関連を持つという説もある。(Province《州》) 
 
rheo-(母音の前で rhe-) 「流れ(flow)、電流(current)、小川(stream)」の連結形 
e.g.  rheobase(基電流), rheophile(流水を好む、好流性の),  rheology(レオロジー、流動学), 
rheometer(流量計、粘度計), rheoplankton(河川浮遊物質), rheoscope(検流器、検電器),  
rheostat(加減抵抗器), rheotaxis(流れ走性、水流走性), rheotropism(水流屈性) 
 
 
７６● Osmium  オスミウム  Os 
＜ Gr.  osmé(香、臭気) 
1803 年に発見された。研究者として知られているのは Tennantである。四酸化オスミ
ウムがとても臭いことから、Osmiumと名付けられたという説がある。 
 
osmo-(母音の前で osm-) 「におい、香り(odor)」の連結形 
e.g.  osmatic animals(嗅覚動物),  osmophore(発香団) 
 
osmo-(母音の前で osm-) 「オスミウムを含む」の連結形 
e.g.  osmium tetroxide(四酸化オスミウム),  osmophilic(親オスミウムの),  osmous(オス
ミウムを含む) 
 
osmo-(母音の前で osm-) 「浸透性のある」の連結形 
e.g.  osmoconformer(浸透順応型動物), osmometer(浸透計), osmolarity(オスモル濃度), 
osmoreceptor(浸透受容器), osmoregulation(浸透調節), osmoregulator(浸透調節型動物), 
osmosis(浸透 ), osmotaxis(浸透圧走性 ), osmotic concentration(浸透濃度 ), osmotic 
pressure(浸透圧), osmotic value(浸透価), osmotropism(浸透圧屈性) 
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７７★● Iridium  イリジウム Ir 
＜ Gr.  Íris(虹の女神イリス) 
 1803年に発見された。研究者として知られているのは Tennantである。この元素を含
む化合物の水溶液が虹のように多彩な色調に変化することから、Iridiumと名付けられた
という説がある。 
 ちなみに、虹に関係する語として眼の器官 iris(虹彩)がある。虹彩の色はその色素細胞の
配合の割合によってダークブラウンから明るいライトブルーまで幅広くあることが知ら
れている。 
 
irido-(母音の前で irid-)「虹、イリジウム」の連結形 
e.g.  iridocylitis(虹彩毛様体炎),  iridokeratitis(虹彩角膜炎),  iridosmine(イリドスミン
(合金)) 
 
 
 
７８● Platinum  白金  Pt 
＜ スペイン語の Plata(銀) ＋ in(かわいらしい、小さい)に由来する。 
 白銀色の金属で、外観が銀に似ている。 
 日本語で白金という呼ばれ方があるのは、ヨーロッパで White gold と呼ばれていたこ
とに由来しているという説がある。 
Plata(銀)に語源を持つ語には、現在英語で用いられている plate(金属板、プレート)な
どがある。 
 
 
 
 
 
 
 神話のイリスは虹の神であり、神々の居城に使える使者である。神々の居城
はギリシア最高峰のオリュンポス山上にあるとされており、そこに住む神々が
多くの地を支配する神々へ伝えるべきことがある際に、イリスを遣わせる。 
 例えば、ゼウスの妻ヘラが眠りの神への命令を出す際、ヘラはまずその内容
をイリスに伝える。それを聞いたイリスは染色の衣服を身にまとい、虹を渡っ
て眠りの神の住む岩屋へ向かう。 
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７９● Gold  金  Au 
Gold  ＜ 印欧語 ghel(輝く) 
Au  ＜ L.  aurum(光り輝くもの) 
ghel(輝く)に語源を持つ語には、ドイツ語の Gold(金)、Geld(お金)、gelb(黄色)(英語の
yellow)などがある。ドイツ語の”g”は英語の”y”に通ずるものが多い. 
 
aurum(光り輝くもの)に関係する語の例 
e.g.  aura(《人・物体がその周りに漂わせる》輝かしい雰囲気), aureate(金色の、美辞麗
句を重ねた、華麗な),  aureole(栄冠、オウレオール(薄雲や霞を通して見える太陽の周囲
の光冠)),  aureolin(オーレオリン),  aureomycin(オーレオマイシン(黄金色を持つ抗生
物質)),  auric(金の、第二金の),  auric acid(金酸),  Aurora(暁の神、オーロラ) 
 
 
８０★● Mercury  水銀  Hg 
Mercury  ＜  Mercurius(ローマ神話の商売の神) 
Hg  ＜  Mercuryの別名 Hydrargyrum ＜ Gr.  hýdor(水) + Gr.  árgyros(銀) 
 水銀は古代から知られていた金属であり、ヨーロッパで紀元前 1 世紀から紀元前 4 世紀
に書かれた書物にすでに HgSから水銀を作る方法が書かれている。Mercuryの由来となっ
たローマ神話の Mercurius は、翼をもち神々の使者として天地を自在に駆け巡る。水銀の
流動性に富んでいる性質がこの神に例えられたと考えられている。Hydrargyrumの由来は
hidor「水」と argyros「銀」、つまり水のような銀である。その流動性に富む性質から来て
いる。(原子番号 47 銀 Ag項参照) 
 Mercurius に由来する語としては他に水星 Mercury がある。水星の天空の走行スピード
の速さに注目し、この神に例えられたと言われている。 
 
 
８１● Thallium  タリウム  Tl 
＜ Gr.  thallós(緑色の若々しい枝、若枝) 
この元素は 1861年イギリスのクルーギズとラミーによって発見された。この元素の発見
時にスペクトル分析で鮮やかな緑色が見られたことから、その色に因んで Thalliumと名付
けられたという説がある。また、タリウムは炎色反応も緑色である。 
 タリウムの他に thallos に関係する語としては thalloid (葉状体からなる、葉状態に似た), 
thallophyte(葉状植物), thallus(葉状体《多細胞植物であるが、茎・葉の区別がなく維管束
系の分化がみられないもの》)などがある。 
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８２ Lead  鉛  Pb 
Lead ＜ a heavy, bluish grey metal.(重く青みがかった金属) 
Pb(plumbum) ＜ plumb ＜ a lead hung on a string to show the vertical line ; a 
plummet(釣糸のおもり、重い物) 
 Leadとその別名 plumbumの語源はこのようにやや異なる。 
 
lead「鉛」を含む語の例 
e.g.  lead accumulator(鉛蓄電池),  lead acetate(酢酸鉛),  lead-acid(鉛蓄電池),  lead 
alloy(鉛合金),  lead arsenate(ヒ酸鉛),  lead battery(鉛蓄電池),  lead bronze(鉛青銅),  
lead carbonate(炭酸鉛),  lead chromate(クロム酸鉛),  lead dioxide(二酸化鉛、過酸化鉛),  
lead oxide(酸化鉛) 
 
plumbo-(母音の前で plumb-)「鉛の」の連結形 
e.g.  plumb(下げ振り、垂直、鉛直、重り),  plumbaginous(黒鉛からなる、黒鉛に似た),  
plumbago(黒鉛、石墨),  plumbic(鉛の、第二鉛の),  plumbism(鉛中毒),  plumb line(測鉛
線、下げ振り糸),  plumbogummite(鉛ゴム石),  plumbous(鉛の、第一鉛の),  plumbous 
oxide(酸化鉛),  plumbous sulfide(硫化鉛) 
 
 
８３● Bismuth  ビスマス  Bi 
Bismuth の起源は明確でない。ビスマスのドイツ語表記は Wismutである。15世紀頃に
ドイツの鉱夫が採掘し始めたと言われており、これを指す語は当時は「白い物質」を意味
する綴りであったようであるが、16 世紀に Georgius Agricola という学者がラテン語化さ
せて bithmutumとなり、これが変化して bithmuthになったと言われている。 
bismuto-(母音の前で bismut-)「ビスマス」の連結形 
e.g.  bismuth alloy(ビスマス合金),  bismuthate(ビスマス酸塩),  bismuthic(ビスマスの、
第二ビスマスの ),  bismuthinite(輝ビスマス鉱 ),  bismuthosis(ビスマス中毒症 ),  
bismuthous(3価ビスマスを含んだ、ビスマスの),  bismutite(泡蒼鉛) 
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８４☆ Polonium  ポロニウム  Po 
＜ L.  Polonia(ポーランド) 
この元素の発見者キュリー夫人の祖国がポーランドであったため、国名に因んで名付け
られた。 
 
 
８５● Astatine  アスタチン  At 
＜ Gr.   (不安定な) 
この元素は半減期が短い（最も長いアスタチン 210で 8.1時間、最も短いアスタチン 213
で 0.125 マイクロ秒）。その不安定さに着目して Astatine と名付けられた。（a(否定) ＋ 
status(状態) ） 
 
status 「地位、身分、状態」に関係する語の例 
e.g.  static(静的な),  static electricity(静電気),  stationary(静止した、固定の), status  
asthmatics (喘息発作重積状態), status epilepticus(てんかん発作重積状態), status (in) 
quo (体制、現状、現状維持),  Status  quo  anti (旧態) 
 
 
８６ Radon  ラドン  Rn 
＜ radium emanation 
ラジウムの崩壊によって生まれることから、RADium emanatiON の略で Radonと名付
けられた。 
 
 
８７☆ Francium  フランシウム  Fr 
＜ France(フランス) 
この元素はフランスのキュリー研究所で発見された。その地名にちなんで Francium と
名付けられた。 
 
 
８８ Radium  ラジウム  Ra 
＜ L.  radius (放射) 
キュリー夫妻によってウラン鉱石からポロニウムと共に発見された。ラジウムによる放
射線が細胞に影響を与えることは発見の初期から分かっていた。この元素はその放射と関
連付けて名付けられた。 
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radio- (母音の前で radi-) 「放射の、電波、無線」の連結形 
e.g.  radioactive(放射能の、放射性の《原子核に放射線を放出する性質がある状態をいう》), 
radioactive isotope (放射性同位元素),  radio astronomy  (電波天文学),  radio carbon 
dating  (放射性炭素年代測定法), radio frequency  (無線周波数),  radio frequency 
heating  (高周波加熱),  radiogram  (無線電報、X 線写真),  radiology  (放射線医学),  
radioscopy  (X 線透視),  radio source (宇宙の電波源),  radio telegraph (無線電信),  
radius (半径、車輪の輻、放射) 
 
 
８９ Actinium  アクチニウム  Ac 
＜ Gr.  aktís(光、放射線) 
この元素は 1899年に発見された。研究者として知られているのは Debierne である。元
素名はその放射線に関連付けられている。 
 
 
９０★ Thorium  トリウム  Th 
＜ thorite(トール石) ＜ Thor(雷神、軍神トール) 
1828 年に発見された。研究者としてスウェーデンのベルセーリウスが知られている。
ノルウェーの鉱物 thorite(トール石)から発見されたことから Thorium と名付けられた。 
トール石の由来は北欧神話に登場する Thor(雷神、軍神トール)である。 
 
 
９１ Protactinium  プロトアクチニウム  Pa 
＜ Gr.  prótos(最初の) ＋ Gr. aktís(光、放射線) 
 1918 年にピッチブレンドから(ウラン、トリウムを含む鉱物の一種)から分離された。
α粒子を失って崩壊するとアクチニウムを与えることから、「最初の」と「放射線」それ
ぞれを意味する語を合わせて名付けられた。 
 
proto-(母音の前で prot-) 「原始の、はじめの」の連結形 
e.g.  protista(原生生物 ), Proterozoic era(原生代 ), protoatmosphere (原始大気 ), 
protocerebrum(前大脳 ), protochlorophyll(プロトクロロフィル ), protohuman (原人 ),  
proton (陽子、水素原子核),  protoneuron (原ニューロン),  protoplast(プロトプラスト), 
protospore(原生胞子), protostar (原始星), protozoans(原生動物),  
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９２★ Uranium  ウラン  U 
＜ Uranus(天王星)＜Gr.  uranós(ウーラノス) 
 1789 年、M.H.Klaproth がピッチブレンドの中から発見した。ちょうどその頃、天文
学者の Herschel が Uranus(天王星)を発見・命名した。ここから名前をもらい、Uranium
と名付けられた。（英語名 Uranium、ドイツ語名 Uran）Uranus(天王星)の語源はギリシ
ャ神話における天空の神ウーラノスである。(原子番号 22 チタン Ti項参照) 
 ギリシャ語にはuranos(天、天空)という語があり、天文の分野だけでもuranography(天
文学), uranolith(隕石),  uranoscopy(天体観測) などの関連語がある。 
 
 
９３★人工 Neptunium  ネプツニウム  Np 
＜ neptune(海王星) ＜ Neptunus(ローマ神話の海神ネプチューン) 
 1940年、E.M.McMillan および P.H.Abelson によって発見された。一つ前の原子番号
のウランが Uranus(天王星)であることから、同じように土星の外側の遊星の名前をとり
Neptune(海王星)と名付けられた。さらに次の原子番号の元素は pluto(冥王星)と名付けら
れた。これら３つの元素は土星の外側の遊星の順に並んでいる。 
 
 
９４★人工 Plutonium  プルトニウム  Pu 
＜ pluto(冥王星) ＜ Pluto(ローマ神話の冥府の王プルート)  
1941 年、G.T.Seaborg によって発見された。 
（原子番号 93 ネプツニウム Np項参照） 
 
 
９５☆人工 Americium  アメリシウム  Am 
＜ the American Continents (アメリカ大陸) 
 1944 年、G.T.Seaborg らによって初めて得られた。この元素はアクチノイド元素の７
番目にあたる。ランタノイド元素の７番目ユーロピウムが Europe に由来していることか
ら、こちらの元素も合成が行われた大陸名に因んで名付けられた。 
 
 
９６人工 Curium  キュリウム  Cm 
＜ Curie(キュリー夫妻《人名》) 
 1944年、キュリー夫妻が発見した。夫妻の名前に因んで名付けられた元素である。 
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９７☆人工 Barkelium  バークリウム  Bk 
＜ Berkeley(バークレー《地名》) 
 この元素は 1949 年、カリフォルニア大学のグループによって発見された。その大学の
所在地がバークレーであることに因んで名付けられた。 
 
 
９８☆人工 Californium  カリホルニウム  Cf 
＜ California(カリフォルニア《地名》)  
 1950年、S.G.Thompson らによって発見された。そのきっかけとなった研究がカリフ
ォルニア大学のグループによって行われたことに因み、名付けられた。 
 
 
９９人工 Einsteinium  アインスタイニウム  Es 
＜ Einstein(アインシュタイン《人名》) 
 1952 年、核兵器開発のための水爆実験が行われた。この元素はその実験場所で採取さ
れたサンゴ１トンの中から発見された。この時フェルミニウムも共に発見された。 
 
 
１００人工 Fermium  フェルミウム  Fm 
＜ Fermi(フェルミ《人名》) 
 この元素は、初めて原子の人工転換に成功したフェルミに因んで名付けられた。（原子
番号 99 アインスタイニウム  Es項参照） 
 
 
１０１人工 Mendelevium  メンデレビウム  Md 
＜ Mendeléeff(メンデレーエフ《人名》) 
1955 年加速器によってつくられたこの元素は、周期表上の生みの親メンデレーエフに
ちなんで名付けられた。 
（原子番号１０１番以降はすべて加速器によってつくられた元素である。） 
 
 
１０２人工 Novelium  ノーベリウム  No 
＜ Nobel(ノーベル《人名》) 
1957 年加速器によってつくられたこの元素は、ダイナマイトの発明者で、その遺産か
らノーベル賞が創設されたノーベルに由来して名づけられた。 
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１０３人工 Lawrencium  ローレンシウム  Lr 
＜ Lawrence(ローレンス《人名》) 
 1961 年加速器によってつくられたこの元素は、加速器サイクロトロンの発明者ローレ
ンスに因んで名付けられた。 
 
 
１０４人工 Rutherfordium  ラザホージウム  Rf 
＜ E.Rutherford(ラザフォード《地名》) 
 加速器でつくられたこの元素は、原子核を発見し核物理学の父と呼ばれるイギリスの物
理学者ラザフォードにちなんで名付けられた。 
 
 
１０５☆人工 Dobnium  ドブニウム  Db 
＜ Dobna(ドブナ《地名》) 
この元素は加速器でつくられた。その研究はロシアのドブナにある合同原子核研究所（旧
名:ドブナ研究所）にて行われた。この元素名は研究所の所在地の地名に因んで名付けられ
た。 
 
 
１０６人工 Seaborgium  シーボーギウム  Sg 
＜ G.T.Seaborg(シーボーグ《人名》) 
この元素は発見にたずさわったアメリカの物理学者シーボーグに因んで名付けられた。
彼は加速器で９種類の人工元素をつくった。 
 
 
１０７人工 Bohrium  ボーリウム  Br 
＜ N.H.D.Bohr(ニールス・ボーア《人名》) 
加速器によって作られたこの元素は、量子力学の基礎を築いたデンマークの物理学者 
ニールス・ボーアにちなんで名付けられた。 
 
 
１０８☆人工 Hassium  ハッシウム  Hs 
＜ Hassia(ヘッセン州《地名》《ラテン名》) 
1984 年、ドイツのヘッセン州の重イオン研究所において合成に成功した。 
加速器によって作られたこの元素は、研究所の所在地であるドイツのヘッセン州のラテ
ン語名に因んで名付けられた。 
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１０９人工 Meitnerium  マイトネリウム  Mt 
＜ L.Meitner(リーゼ・マイトナー《人名》) 
加速器によって作られたこの元素は、ウランの核分裂反応を初めて証明したオースト
リアの女性物理学者リーゼ・マイトナーの名に由来して名づけられた。 
 
 
１１０人工 Darmstadtium  ダームスタチウム  Ds 
＜ ドイツの地名 Darmstadt(ダルムシュタット)に由来する。 
この地の重イオン研究所で加速器によって作られた人工元素である。 
 
 
１１１人工 Roentgenium  レントゲニウム  Rg 
＜ W.C.レントゲン《人名》 
加速器によって作られたこの元素は、エックス線を発見したドイツの物理学者レントゲ
ンにちなんで名付けられた。 
 
 
１１２人工 Copernicium  コペルニシウム  Cn 
＜ N.Copernicus(コペルニクス《人名》) 
コぺルニシウムは加速器によって作られた人工元素である。その名は、地動説を唱えた
ポーランドの天文学者コペルニクスに由来している。 
 
 
１１３人工 Ununtrium  ウンウントリウム  Uut 
＜ L.  un(1) + un(1) + tri(3) 
この元素は 2004年、日本の理工学研究所にて線形加速器を用い、初めてつくられた。こ
のウンウントリウムという名称は仮の名称である。紺の元素についてこれまでは解明され
ていないことが多く、元素として正式な確認には至っていなかった。近年日本の仁科加速
器研究センター森田浩介研究チームにより多くの研究成果が出されており、その業績によ
り将来この元素を命名する権利が日本に与えられる可能性がある。 
 
 
１１４人工 Flerovium  フレロビウム  Fl 
＜ Flyorov(フリョロフ《人名》) 
フレロビウムは加速器によって作られた人工元素である。元素名は最初に生成したロ
シアの研究所の設立者フリョロフに因んで名付けられた。 
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１１５人工 Ununpentium  ウンウンペンチウム  Uup 
＜ L. un(1) + un(1) + pent(5) 
加速器によって作られたこの元素は未だ仮の名称である。カルシウムとアメリシウムの
核融合反応で観察される。元素の詳細については現在研究が進行中である。 
 
 
１１６人工 Livermorium  リバモリウム  Lv 
＜ Livermore(リバモア《地名》) 
この元素は発見したチームの研究所の所在地リバモアに因んで名付けられた。リバモア
はアメリカのカリフォルニア州にある。この元素は加速器によって作られた人工元素であ
る。 
 
 
１１７ Ununseptium  ウンウンセプチウム  Uus 
＜ L.  un(1) + un(1) + sept(7) 
  この元素は2004年ドュブナ合同原子核研究所とローレンスリバモア国立研究所の共同
研究により合成された。元素名は未だ仮の名称である。2011 年 1月に発表された IUPAC
と IUPAPの合同作業部会の報告書では 117 番元素の認定は見送られた。 
第 17族元素であることからハロゲンの性質を持つのではないかと考えられている。周
期表でアスタチンの下にあることから「エカアスタチン」とも呼ばれる。アスタチンと
同様に半金属製の性質を持つと推測されている。 
 IUPACのガイドラインでは、金属元素の名前の末尾は-iumとなっている。一方で、こ
れまで発見された全てのハロゲン元素の末尾は-ine である。１１７番には今後どのよう
な名前がつくのだろうか。 
 
 
１１８ Ununoctium  ウンウンオクチウム  Uuo 
 ＜ L.  un(1) + un(1) + oct(8) 
 この元素は 2002 年ドュブナ合同原子核研究所にて合成された。未だ仮の名称である。
2011 年 1 月に発表された IUPAC と IUPAP の合同作業部会の報告書では 118 番元素の認
定は見送られた。 
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Ⅵ．あとがき 
著者の一人である市毛は中高時代にこれらの元素名に興味を持ち、特に元素の英語名と
その元素記号との間に関連性を見出しにくいもの（例：原子番号 82番「鉛」、英語表記「lead」、
元素記号「Pb」）に関して命名の経緯を知りたいと思っていた。大学に入り、ラテン語・ギ
リシャ語に詳しい池田黎太郎先生から医学関連の科学用語について講義を受ける機会があ
った。その講義の中でお聞きした科学用語の構成方法や語源に関する神話についての詳し
い説明が、私に科学用語の語源を知ることへの興味深さに気付かせて下さった。市毛は池
田先生から科学用語の造語法やギリシャ神話に関する御教示を受け、また多くの御高名な
先生方の書物を参考にさせていただきながら本書を作成させていただいた。 
 なお本書は平成 25 年度科学教育費補助金基盤研究(B)「グローバル社会に対応する英語
で行う早期科学教育プログラムの開発」の助成を得て行った。 
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